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議事日程（第２号）

                平成２５年９月９日（月）午前１０時開議

１．出席議員は、次のとおりである。

   １番 村 上 源 吉 君    ２番 高 橋 道 弘 君    ３番 高橋真一郎君

   ４番 鴫 原 利 光 君    ５番 高 橋 道 也 君    ６番 菅 野 清 一 君

   ７番 菅野意美子君    ８番 新 関 善 三 君    ９番 菅 野 正 彦 君

  １０番 黒 沢 敏 雄 君   １１番 五十嵐謙吉君   １２番 高野善兵衛君

  １３番 石 河  清 君   １４番 遠 藤 宗 弘 君   １５番 斎 藤 博 美 君

  １６番 佐藤喜三郎君

２．欠席議員は、次のとおりである。

３．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者は、次のとおりである。

     町    長  古 川 道 郎 君  副 町 長  伊 藤 智 樹 君

     総 務 課 長  高 橋 清 美 君  企画財政課長  佐 藤 真 寿 夫 君

     町民税務課長  佐 藤 修 一 君  会 計 管 理 者  寺 島 喜 美 夫 君

     保健福祉課長  菅 野 浩 市 郎 君  建設水道課長  斎 藤 和 弘 君

原子力災害対策課長  沢 口  進 君  産 業 課 長  沢 井 一 雄 君

     教 育 委 員 長  佐 藤 捷 善 君  教 育 長  神 田  紀 君

     教 育 次 長  仲 江 泰 宏 君  生涯学習課長  丹 野 雅 直 君

     総務課長補佐  大 内  彰 君

４．職務のため出席した者は、次のとおりである。

     議会事務局長  佐 藤 光 正  書    記  橋 本 文 雄

５．会議事件は、次のとおりである。

   会議録署名議員の指名

 議案第８４号 平成２５年度川俣町一般会計補正予算（第３号）（説明）

 議案第８５号 平成２５年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）（説明）

 議案第８６号 平成２５年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第２号）（説明）

 議案第８７号 平成２５年度川俣町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）（説明）

 議案第８８号 川俣町個人情報保護審査会委員の任命について（審議採決）

 議案第８９号 教育委員会委員の任命について（審議採決）

 諮問第 １号 人権擁護委員の候補者の推薦について（審議採決）

   一般質問
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          ◎開議の宣告 

○議長（佐藤喜三郎君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１５人です。定足数に達しておりますので、これから本日

の会議を開きます。                  （午前１０時００分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） なお、本日の議事日程については、定例会初日の５日に、議

案第８４号から諮問第１号までを残し、延会としたところであります。本日は一般

質問に先立ち、審議することにしたいと思います。 

 これから本日の議事日程を配付いたします。（議事日程の配付） 

○議長（佐藤喜三郎君） それでは配付漏れはないでしょうか。 

             （「配付漏れなし」という声あり） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） それでは、会議を進める前に、本日も気温が上がってきてお

りますので、上着を脱がれる方は脱いで結構です。 

 なお、当局に申し上げますが、９月６日の金曜日は議案調査日でありましたが、

特別委員会の決算証拠書類の未提出の課があり、午後から議案調査ができなかった

という事実がありました。決算を審査するに必要な時間が確保できなかったことは

遺憾なことでありますので、今後ともこのような事実がないように十分注意してほ

しいと思います。 

 それでは、会議を進めます。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第１，会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第１１８条の規定により、議長において３番議員 高橋真一郎君、４番

議員 鴫原利光君を指名いたします。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第２，議案第８４号「平成２５年度川俣町一般会計補正

予算（第３号）」について、当局の説明を求めます。企画財政課長。

○企画財政課長（佐藤真寿夫君） 議案第８４号 平成２５年度川俣町一般会計補正予

算（第３号）について説明した。 

○議長（佐藤喜三郎君） 次に、日程第３，議案第８５号「平成２５年度川俣町国民健

康保険特別会計補正予算（第３号）」について、当局の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（菅野浩市郎君） 議案第８５号 平成２５年度川俣町国民健康保険特

別会計補正予算（第３号）について説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第４，議案第８６号「平成２５年度川俣町介護保険特別

会計補正予算（第２号）」について、当局の説明を求めます。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（菅野浩市郎君） 議案第８６号 平成２５年度川俣町介護保険特別会



- 29 - 

計補正予算（第２号）について説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第５，議案第８７号「平成２５年度川俣町簡易水道事業

特別会計補正予算（第１号）」について、当局の説明を求めます。建設水道課長。 

○建設水道課長（斎藤和弘君） 議案第８７号 平成２５年度川俣町簡易水道事業特別

会計補正予算（第１号））について説明した。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第６，議案第８８号「川俣町個人情報保護審査会委員の

任命について」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。町長。 

○町長（古川道郎君） 議案第８８号、川俣町個人情報保護審査会委員の任命について 

 川俣町個人情報保護審査会委員に下記の者を任命したいので、同意を求める。 

記 

 氏  名 住     所 生 年 月 日

澤田
さ わ だ

由紀子
ゆ き こ

川俣町字鉄炮町２７番地 昭和２６年 ５月１６日

佐野
さ の

 孝
こう

治
じ

福島市入江町３番８号 昭和３８年 ４月２５日

佐藤
さ と う

 初美
は つ み

福島市仲間町６番１２号 昭和４１年１１月３０日

菅野
か ん の

 幸子
さ ち こ

川俣町大綱木字折橋１３番地 昭和３８年 ３月 ６日

佐藤
さ と う

 尚子
ひ さ こ

 川俣町大字小神字田代内４番地の４ 昭和２０年 ２月１１日

   平成２５年９月５日提出 

                       川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 川俣町個人情報保護条例第２７条第４項の規定により、同意を求めるものであり

ます。 

 ご説明申し上げます。 

 川俣町個人情報保護条例第２７条に基づきます個人情報保護審査会委員の方々の

任期につきましては、２年でございます。平成２３年１０月１日から平成２５年９

月３０日までの任期２年間が到来いたしますので、５名の委員につきまして、再任

により同意をお願いするものでございます。 

 再任をお願いする方々は、澤田由紀子委員は、鉄炮町在住であります。佐野孝治

委員は、福島大学経済経営学類の教授でございます。佐藤初美委員は、川俣町秋山

の出身で、現在、福島市で弁護士を開業されております。菅野幸子委員は、川俣町

大綱木在住で、川俣町男女共同参画推進委員会委員などをされております。佐藤尚

子委員は、小神在住でありまして、元大阪で大阪府市長会参事兼東京事務所長代理

などもされておりました。 

 以上、５名の方にお願いいたします任期は、平成２５年１０月１日から平成２７

年９月３０日までの２年間でございます。ご審議のうえ、ご同意を賜りますようお
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願いを申し上げまして、提案といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） これから本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

             （「質疑なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第８８号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり同意されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第７，議案第８９号「教育委員会委員の任命について」

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。町長。 

○町長（古川道郎君） 議案第８９号、教育委員会委員の任命について 

 川俣町教育委員会委員に次の者を任命したいので、同意を求める。 

 氏  名 住     所 生 年 月 日

渡辺
わたなべ

 信二
し ん じ

川俣町山木屋字問屋４６番地の２０ 昭和２７年１０月１５日

高橋
たかはし

裕美子
ゆ み こ

川俣町大字鶴沢字西ノ内２８番地 昭和３０年 ８月１２日

   平成２５年９月５日提出 

                       川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により、同意を求め

るものであります。 

 ご説明申し上げます。 

 渡辺信二委員におかれましては、平成１３年１月から教育委員を務めていただい

ておりますが、地域の信望も厚く、豊富な識見を有し、これまでのＰＴＡ活動や青

少年活動等の豊富な経験を生かされ、教育委員として、川俣町教育推進プランを柱

とした具体的な本町教育行政の推進にご尽力をいただいております。 

 高橋裕美子委員におかれましては、平成１７年１０月から教育委員を務めていた

だいており、川俣中学校ＰＴＡ会長や川俣高等学校の学校評議委員などを経験され、

教育全般について豊かな識見をお持ちの方であり、教育委員会にあっては教育委員

長職務代理者として、職務の遂行に尽力をいただいているところでございます。お

２人には、一昨年に発生した東日本大震災並びに東京電力福島第一原子力発電所事

故により、本町の山木屋地区が計画的避難区域の指示を受けるなど、極めて深刻な

事態の中において、避難区域の幼稚園、小中学校の避難に伴う就学計画をはじめ、
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子どもの命と健康及び学習権を守るため、教育委員会の諸施策にご尽力をいただい

ており、引き続き教育委員としてお力添えをいただきたく、その再任について、議

員皆様のご同意を求めるため、今議会に提案をするものでございます。なお、委員

の任期は、平成２５年１０月１日から平成２９年１０月３１日までの４年間でござ

います。ご同意くださいますようお願い申し上げ、提案といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） これから本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

             （「質疑なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 これから議案第８９号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり同意されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第８，諮問第１号「人権擁護委員の候補者の推薦につい

て」を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。町長。 

○町長（古川道郎君） 諮問第１号、人権擁護委員の候補者の推薦について 

 人権擁護委員の候補者に次の者を推薦したいので、意見を求める。 

 氏  名 住     所 生 年 月 日

遠藤
えんどう

貴美子
き み こ

川俣町山木屋字篭世戸山１番地 昭和２７年１２月 ５日

佐藤
さ と う

 常
つね

幸
ゆき

川俣町大字鶴沢字鶴東５２番地の３ 昭和３１年 ８月 ９日

   平成２５年９月５日提出 

                       川俣町長 古川道郎 

（提案理由） 

 人権擁護委員法第６条第３項の規定により、意見を求めるものであります。 

 ご説明申し上げます。 

 現在、本町には人権擁護委員として５名の方が法務大臣から委嘱を受け、毎日の

暮らしの中で起きる様々な人権侵害について、憲法によって保障されている基本的

人権を擁護するための種々の活動をいただいているところでございます。 

 遠藤貴美子氏、佐藤常幸氏が、本年１２月３１日で任期満了になりますので、引

き続き人権擁護委員に再任をお願いするものであります。 

 遠藤貴美子氏は、平成１１年１月に人権擁護委員を委嘱され、現在、５期目であ

り、地域では川俣町交通安全母の会会長、また、社会教育指導員としても活躍をさ

れております。 
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 佐藤常幸氏は、平成１４年１月に人権擁護委員を委嘱され、現在、４期目であり、

地域では、鶴沢自治会役員、川俣町消防団分団員として活躍をされております。人

権擁護委員法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。任

期につきましては、遠藤氏、佐藤氏とも、法務大臣が委嘱した日から３年間となり

ますので、よろしくお願いをいたします。遠藤委員、佐藤委員を人権擁護委員とし

て推薦することにご同意くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明

とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） これから本案について質疑に入ります。質疑ありませんか。 

             （「質疑なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

             （「討論なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 討論なしと認めます。 

 これから諮問第１号を採決いたします。 

 本案を原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり同意されました。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） これから一般質問に入りますので、ここで休憩いたします。

再開は１１時５分といたします。 （午前１０時５０分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 再開いたします。 （午前１１時０５分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 日程第９，これより一般質問を行います。 

 一般質問は一問一答方式により行い、議員の発言は答弁を含めて６０分以内とい

たします。なお、質問及び答弁は、簡潔かつ要領よく発言するようにお願いいたし

ます。 

 それでは、通告順に質問を許します。 

 ４番議員 鴫原利光君の登壇を求めます。鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） ４番鴫原であります。６月定例議会に続き、本定例会も１番目

に質問させていただきます。 

 あの東日本大震災、福島第一原発から今月の１１日で２年半を迎えようとしてお

ります。３日現在、今の県内外へ１４万７,０２２人の県民が避難生活を余儀なく

されております。福島県内で大震災及び原発事故後、仮設住宅など劣悪な環境の中

で、震災関連死と認定した死者数が８月末現在で１,５３９人のうち、少なくとも

６割は原発関連死と判明しております。また、目に見えない臭いもしない放射性物

質は、生活や生業を奪い続け、将来が見えずに１２名の方が自殺に追い込まれてい
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るのが現状であります。そういう中で、東京電力第一原発の汚染水をめぐり、国や

東電が抜本的な対策を見いだせない状況に陥っております。周辺地域の避難者から

は、原発がこんな状態で、果たして自宅に戻れるのかと不安の声が出ております。

政府は、除染で放射線量が低減できれば避難指示を解除する意向だと思われます。

しかし、汚染水の処理は、原発の安定にかかわる問題であり、住民が不安視するの

は当然であります。まだまだ予断を許さない状況にある福島原発、原発事故を風化

させぬよう、川俣町民は被害者であることを明確にして、先の通告に従って大きい

数字３点について質問をいたします。 

 まず、１点目であります。山木屋地区のパトロール隊の緊急雇用臨時職員雇用の

継続についてです。平成２６年６月で緊急雇用臨時職員の雇用期間が過ぎるが、町

はどのように考えているのか。 

 続いて、大きい数字２番、旧町内の除染はいつからするのか。８月２３日に除染

業務を発注したが、仮置場がないのに事業ができるのか。 

 最後に、大きい数字３点目であります。復興事業で住宅団地の造成を、でありま

す。避難が長引く対応としての復興住宅、人口増の対策としての住宅団地事業をす

べきではないかと思われます。以上、３点について質問をいたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 当局の答弁を求めます。町長。 

○町長（古川道郎君） ただいまから一般質問であります。どうぞよろしくご審議お願

いいたします。 

 それでは、４番 鴫原利光議員の質問に答弁をいたします。 

 はじめに、「山木屋地区内パトロール隊の緊急雇用臨時職員雇用の継続について」

の「平成２６年６月で緊急雇用臨時職員の雇用期間が過ぎるが、町はどのように考

えているのか」のご質問でございますが、山木屋地区地域パトロール隊の業務につ

きましては、今年度で３年目を迎え、来年６月をもって３年間の雇用期間が満了と

なるところであります。パトロール隊の業務は、警察と連携しながらパトロールに

よる山木屋地区の監視や治安の維持、安全・安心の確保を目的としており、地域に

対する精通が必要であることから、現在のパトロール隊員の雇用に当たっては、地

理的な知識はもちろんのこと、住民同士の顔見知りの親密さなど、地域に詳しく、

かつ自分たちのふるさとは自分たちで守るという、郷土愛に満ちた山木屋地区の

方々を対象として公募を行ったところでございます。町といたしましては、山木屋

地区地域安全パトロール業務は、地域との密着及び地域への精通を必要とする極め

て特殊性を持った業務であり、対象者が限定され、雇用の確保が著しく困難である

と考えていることから、業務の特殊性により雇用の確保が著しく困難な場合は、雇

用期間を延長できるとする川俣町賃金支弁職員雇用管理規程第５条第３項第２号に

基づき、期間を延長し、来年の６月以降のパトロール業務を進めてまいる考えであ

ります。 

 次に、２点目の「旧町内の除染はいつからするのか」の、「８月２３日に除染業

務を発注したが、仮置場がないのに事業ができるのか」についてのご質問でござい
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ますが、町では、平成２５年度の除染業務について、８月２６日付で鶴沢地区、小

神地区、福田地区、更に旧町内については、川俣地区第１として、広瀬川から西側

分、川俣地区第２として、広瀬川から東側分の全５工区において、平成２６年３月

２０日を完成工期とする契約を締結いたしました。除染作業を実施するためには、

除染土壌等の仮置場が不可欠であり、地域の皆様のご理解とご協力をいただきなが

ら進めることが必要であります。今年度実施する地区の仮置場につきましては、福

田地区は秋山字長大田地内に１か所、小神地区は下戸山と道合内に１か所ずつ合計

２か所を設置する予定であります。また、鶴沢地区では候補地を選定し、地域への

説明を行うなど、現在、造成及び用地確保に努めているところであります。旧川俣

地区については、地形や住宅状況の関係から仮置場の確保が困難な状況にあります

が、用地の確保に向け、現在、１か所について、地元行政区さんと調整を行ってお

り、目途がつき次第、説明等を実施し、地域のご理解をいただきながら、仮置場の

確保を目指す考えであります。また、旧川俣地区は仮置場１か所だけでは、除染土

壌等を搬入しきれないことから、平成２４年度に設置し、未利用地のある地域の仮

置場の利活用を視野に入れ、８月３０日に該当する地元自治会長さんへ川俣地区の

除染土壌等の受け入れについてお願いしたところであり、引き続き旧町内を含め、

仮置場の確保に全力で取り組んでまいる考えであります。 

 ３点目、「復興事業で住宅団地の造成を」の、「避難が長引く対応としての復興住

宅、人口増の対策としての住宅団地事業をすべきではないのか」についてのご質問

でございますが、東日本大震災の発生から、まもなく２年６か月となりますが、い

まだに多くの住民の方々が、応急仮設住宅や借上住宅などで、これまでの生活環境

とは程遠い不便な過酷な避難生活を強いられている状況であり、一刻も早く安定し

た生活を確保することが求められております。そのため町といたしましては、被災

されている方々の一日も早い生活再建と暮らしやすい川俣町を実現するため、川俣

町都市計画マスタープランに基づき、壁沢地内、面積約３.２ヘクタールの土地に

県営の復興公営住宅の整備と併せて民間による活用等も視野に入れ、住宅団地の造

成を促進したいと考えております。当該地は、以前、雇用促進住宅であった現在の

壁沢住宅のわきを通る町道壁沢線、国道３４９号につなげることにより、国道３４

９号から国道１１４号を通り山木屋地区へ、また、国道３４９号から県道原町・川

俣線を通り、飯舘村等へ通行可能となるなど、通勤や通い農業などを行うにも大変

便利な土地であると考えております。更には、高齢者等が商店街へ歩いていける距

離でもあり、買い物にも便の良い土地であると考えておりますことから、今後、地

元の皆様に丁寧に説明をさせていただき、皆様のご理解、ご協力をいただきながら

取り組んでまいりたいと考えております。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 答弁いただきました。山木屋地区のパトロール隊なんですが、

これは原発事故において、２３年４月２２日の原子力対策本部の指示によって、山

木屋地区が計画的避難区域になったというような指定を受けたわけです。議会でも
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そのパトロール隊については議論された経緯がございます。避難しろと言った地域

に、もう１回パトロールしろとはどういうことなんだということが、議会で当時だ

いぶ議論されました。しかし、このやはり避難しても、やはり生活していくのには

なかなか大変ではないかということで、名前をちょっと私も悪い言葉だかなんだか

分かりませんけども、失対事業みたいなものではないかと私は思っております。皆

さん緑豊かな山木屋の今までいたところで生活していれば、何の苦労もしてないの

に、こういうふうに避難されているのが、現状でございます。それでですね、町と

してはこの事業をやるときに何年ぐらいを目途に考えたか、ひとつお願いします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 総務課長。 

○総務課長（高橋清美君） 質問に答弁いたします。 

 山木屋住民が帰還するまでということで、考えてございます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） これは私、後で質問するかと思ったんですが、私は当時の話を

しているわけですね。当時、避難してパトロール隊を結成したときに、何年くらい

町では考えたのかということを私は質問したんですが。ただ、漠然と臨時職員にす

るからやれよというような考えでやったのか、そういうことを私はお聞きしたわけ

ですが。総務課長でなく、町長のほうからひとつ答弁願いたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） パトロール隊については、先ほど答弁したとおりの内容でござ

います。何年くらいを考えているのかという質問でありますから、今、総務課長が

答弁いたしましたが、これはふるさとを守るという意味では、まだ、避難解除には

なっておりません。そういう意味では、避難解除になるまでは、やっぱりこのパト

ロールというものは継続する必要があるだろうということで現在、考えているとこ

ろでございます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 私も避難解除までこの事業は継続をしていただきたいなと私も

思っておりますが、この継続の仕方が今度問題なわけですね。今は、県の緊急雇用

創出基金事業でやっています。今年も予算は付いておりますが、この予算を今、活

用してやっているわけですけども、来年もこの予算が来る可能性はあるのかないの

か、お答え願いたい。 

○議長（佐藤喜三郎君） 総務課長。 

○総務課長（高橋清美君） 答弁いたします。 

 今のところまだ分かってはございませんが、継続できるように県のほうに働きか

けていきたいというふうに思っております。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） そのようになれば結構だと思うんですが、これオリンピックも

東京で開催されるようになったし、なんだかいろいろ福島県は大丈夫なんだという

ようなことを招致委員会の方も言って、だいぶかっているようですが、これ来年の
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財源が保証されるかというのが、これなかなか私も難しいと思うんですが、それで

ですね、この緊急雇用事業で、今の川俣町賃金支弁職員雇用管理規定の中でやって

いるわけですが、これによると町は３年、あとは１年間雇用できるというようなこ

となんですよ。問題は、この後なんですね。あと１年や２年で山木屋に戻れるなん

てことはないと思うんですが、その辺の考えはどういうふうに思っておりますか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 総務課長。 

○総務課長（高橋清美君） 答弁申し上げます。 

 議員おっしゃるとおり、平成２７年６月までということで、１年間の延長はでき

ることになっております。最高５年までということもありますので、その辺関係法

律などを照らし合わせながら検討してまいりたいというふうに考えてございます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 最長５年と言いましたが、５年というのは臨時職員の中では、

町の管理規程の中には私はないと思うんですよね。嘱託職員は、これ５年まで継続

してやれる。これいろいろ町の職員の雇用管理規程もありますが、町は３年と言っ

てますが、地公法の中では６か月更新だということになっているんですよ。町は管

理規程の中で３年、あと４年間はできるということになってかなり良いあれにはな

っているんですが、それでですね、この町の臨時職員のまま、これからやっていか

れるような何か規定とか、あるいはできるんですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 総務課長。 

○総務課長（高橋清美君） 答弁申し上げます。 

 雇用期間を延長できる期間につきましては、慣例により、嘱託職員の期間を準用

いたしまして５年までと扱っておりますので、その規程によりやっていきたいとい

うふうに考えてございます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 嘱託と同じ扱いにするというようなことなんですが、私はその

後が心配で、皆さんパトロール隊の方も、「おらあとその後、なじょなんだべない」

と。今まではみんな無我夢中になって町の臨時職員だと思って一生懸命にやってい

たわけですが、それが町の管理規程でも変えると、これある程度労働基準法に基づ

いても該当するんですよね。そうすると、それをこの管理規程の中でやっていくと

なると、労働基準法、これ国の国会の法律でも変えない限りはできないと思うんで

すが、そこら辺が総務課長も大変だと思いますよ。そこら辺が難しいところなんで

す。それでですね、町独自で雇用の基準を私は作ったって良いんじゃないかと、雇

用予定の期間ですか、これ法に触れなければ、やはり雇用予定期間の第５条の３項

の１、２はあるんですよね、これね。延長して雇用することができると。特別の資

格又は免許を必要とする臨時業務補助員を雇用する場合とか。(2)は、業務の特性

等により賃金支弁職員の雇用確保が著しく困難な職種で、総務課長が指定した職種

に雇用する場合と。ここに３をですね、原子力災害対策に関してというようなこと

で文言をおいて、これ雇用の予定期間を延長するということはできないんですか。 
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○議長（佐藤喜三郎君） 総務課長。 

○総務課長（高橋清美君） 答弁申し上げます。 

 ５年ということもありますので、当然、期間までできない場合については規約等

の改正をしながら、関係法律などを照らし合わせながら検討してまいりたいと思い

ます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） ５年はやるというんですが、５年で帰られれば、解除になれば

私もこれ良いなと思ってます。今の状態では帰られるような状態では決してないと

私は思います。そのときの延長になったことも、やっぱりきちっと考えておかない

と、これからパトロール隊の方、だんだんだんだん雇用期間が少なくなってきます

と、みんな不安なんですよね。やはり「おら今、町の臨時職員だからこれやってい

るけども、法令でいくと民間になったんでは、おらやんないぞ」となんて出てくる

と、やはりさっき町長が答弁したみたく、地域を守るのは地域だという、根底から

狂ってくるわけですよ。そういうことでやはり町としても、今の状態で雇用できる

ような考えで私はやっていただきたいんじゃないかなと思います。これにはいろん

な制約がございますが、まずはきちっと５年などと言わないで、やはりさっきも言

ったとおり、避難解除になるまでやるんだということなんですが、その後が５年の

避難解除になるまでが問題なものですから、やはりその辺きっちりとやっぱり今か

ら考えておいていただきたいんですが、その考えはございますか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 答弁申し上げます。 

 避難している方々の雇用の確保も含めてですね、また、パトロールの継続等も含

めて、この今、議員お質しのように、現在の町の雇用規程では、期限が過ぎると限

度がございます。その意味では、この原子力災害事故に関しての特別のを作って、

その期間はともかくとして、そのことを明確にして、この雇用についてもしっかり

と守っていく、また、地域を守るパトロールを継続するというような内容にしてい

きたいと考えております。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 町長はそういう考えでいるということは、力強いと思うんです

が、これ恐らく私ね、なかなか５年過ぎたら、嘱託で５年過ぎたらなかなか雇用と

いうのは難しいと思うんですよ。だから、やっぱりそういうことをきちっと考えて

おかないと。例えば５年過ぎたから今度民間に業務委託するんだとなってくると、

また、いろんな問題がありますよね。今だったら消防自動車も運転できる、町の公

用車も運転できる。民間になったら、これは町の公用車、消防車も全然運転できな

いですから。できないですよね。今、県の絆事業で山木屋の仮設におる方、以前は

町の公用車を使っていろいろやっていました、仕事をしていましたけど、これは絆

職員の国の絆事業でやっている職員だから、町の公用車運転しないと、されないと

言うことなんですよね。そういうふうになっているんですよね。 
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○議長（佐藤喜三郎君） 総務課長。 

○総務課長（高橋清美君） 答弁申し上げます。 

 絆については県の事業でございますので、運転はしてございません。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 私は、そこで一番危惧しているんですよね。５年までやると言

ったって、５年まで待っていれば何とかなっぺなどという考えでは、私は今からき

ちっと考えていただかないとならない。これが民間に委託したら、又は県の緊急雇

用創出基金なんて来なくなったら、これは財源としては一般財源でやるんですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 総務課長。 

○総務課長（高橋清美君） 答弁申し上げます。 

 県への要望については継続してまいりたいと思いますが、だめだとなれば、当然、

パトロールは継続していかなければならないと思いますので、一般財源というふう

に考えてございます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） そのとおりだと私も思っております。民間に業務委託しますと

ね、今よりはかなり経費も多くなるんじゃないかと。２０％くらい高くなるんじゃ

ないかと私も思っていますので、早い対策を私は期待しております。それでですね、

これは何と言ったって国の国策であった原発事故によってなされた事業でございま

すね。国は加害者であります。事業を終了するまでは、やはりこの予算をきっちり

と付けて、町は被害者の立場でやはり国、県に働きかけるべきだと思うんですが、

その辺の考えはございますか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 総務課長。 

○総務課長（高橋清美君） 答弁申し上げます。 

 当然、被害者の立場となって働きかけていきたいと思っております。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 避難された挙げ句、地元を守るためにパトロール隊を結成され

て町の臨時職員とされて採用されて、今、一生懸命山木屋地区の皆さんが頑張って

おります。これが、５年過ぎたらなんだったんだべと言われないように、今から５

年なんていってもすぐですから。今からやはりきちんと今のような体制でいけるよ

うな考えで、町のほうもしっかり対応していただきたいなと思っております。この

質問は時間もありませんので、終わりたいと思います。 

 それで、２番目ですが、町内の除染についてでございますが、先ほど入札を行っ

て旧町内を２つに分けるということですが、仮置場の件ですが、これは２つに分け

て２か所に置くということなんですか。それとも各町内、自治会単位で仮置場を設

置しろという考えなのか、その辺お答え願います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁申し上げます。 

 旧町内の仮置場の件でありますが、旧町内については、議員お質しの２つの工区
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に今なってございます。町としましては、工区ごとに仮置場の設置を目指してまい

りたいと考えております。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） これから考えるということなんですが、これ郡部と違って旧町

内はどこにでも仮置場を置くような場所なんて私は考えられないと思うんですが、

そういう場合にはどんなような形でやるのか。福島あたりみたく、ガイドラインの

とおりやれば良いんだって言えばそれまでですが、やはり福島みたく自分の庭に置

くようなことは決してないですね。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 そのようなことのないように仮置場を設置して、除染の推進にあたってまいりた

いと考えております。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 今、課長がそのようなことは絶対ないというようなことなんで

すから、仮置場の場所も選定されているのかなと考えているのかと思うんですが、

やはり今の町民の方は震災から２年半が経とうとしても、旧町内は依然として手を

付けられない状態でいるわけです。町も子どものいるところは早く除染するんだと、

妊婦さんのいるところは早くするんだと、旧町内なんては妊婦さんも子どももやっ

た経緯が私はないと思っていますが、これは何と言ったって、これは別に私らは求

めていた放射性物質ではございません。これは完全に国、東電の責任ですので、町

民の協同の参加などと言いますけど、なんで被害者が加害者のものをやらなければ

いけないんだと私いつも不思議に思うんですよ。やっぱりこういうのもしっかりと、

やはり国有林なりなんなりきちっと置くように。こういう市街地なんて置くところ

ないと思うんですよ、私は。そういうことを国では、中間貯蔵施設なんて待ってい

たんではいつになるか分からないので、やっぱりそういうことも考えた経緯はござ

いますか、どうぞ。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 議員お質しのそういう国有林等々についての考えがあったのかということであり

ますが、それについてはいろんな選定の中でいろいろと考えてきた経過がございま

す。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君）  考えた経過があったということなんですが、結局だめだった

ということですよね。やはりこれ２５年度で入札したわけですから、今年度事業な

んですが、仮置場の置く場がないまま、これ事業は遂行するんですか、どうぞ。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 仮置場のないまま事業を遂行するのかというお質しでありますが、町のほうでは
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仮置場の最低でも選定をさせていただいて、場所等が明確になった段階で実施をし

てまいりたいと考えております。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 飛行機を買って滑走路がないようなものだから、これはしょう

がないと思うんですが、ただですよ、今、町内の中でいつも言われているのは、い

つになったらやるんだいと、私らは言われるわけですよ。仮置場がないからできな

いんだと言うしかないですね。そういう中で、これは余談ですけれども、除染なん

てしたってあれなんだったら、補償金でももらったほうがいいないというのが現実

なんですよ。これはできないことですから、私はそれはちゃんとお話しますけども。

ただ、そういう空気が出ているわけですよ。だから、今年度やると言ったって、も

う９月に入って１０月になれば山は枯葉が落ちて、だんだん雪の舞い降るような季

節にこの辺はなります。やはり寒い、例えば冬になっても、雪降っても除染作業は

やるんですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁申し上げます。 

 冬場の雪の状況でありますけども、今年、特に１月、２月等については雪等も多

かったせいもありまして除染はしてございませんでした。雪の状況等もあります。

また、寒さの状況等もあろうかと思いますけれども、今年と同様、来年の１月、２

月等については、冬場の工事、除染については状況を見て実施をするということで

ありますけれども、今の状況からすると、冬場の除染というのはできないだろうと

いうことで判断をしてございます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 課長もですね、本当に私大変だと思います。休みもなく働いて、

町民からはいろいろ言われるしね。本当に課長大変だと私は思っております。今言

ったとおり、冬はやらないということになってくると、やはり今年度はなかなかで

きなくなってくるのかなと。そうすると来年にずれ込む可能性もあるということで

すね。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 議員お質しの年度を超えるのかというお話でありますが、今のところは、昨年度、

２４年度の状況を見ますと、そのような形になってしまいましたが、２５年度につ

いては３月２０日工期ということで実施をするということにしておりまして、今の

段階では何とか調整がつくものについては、年度内に完了していきたいと考えてお

ります。また、昨年、初めての除染ということで、いろんな段取りなり、いろんな

部分についてはなかなか思うように進まなかった経過があるということで見ており

ます。ある程度１年間、除染をさせていただいた経過がありまして、その経験とい

ろんな状況等を踏まえて、いろんな３月年度内に完了できるというような方向で、

今、計画等も実施をしてまいりたいと思っております。特に旧町内等につきまして
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は、ある程度周り等も住宅地だというところもありまして、ある程度除染の進捗状

況も早く進むのかなと思っておりますので、今の段階から年度を超すというような

ことはなかなか申し上げづらいところがありますが、年度内に完成に向けて頑張っ

てまいりたいと思います。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 取り組んでいくということなんですが、これですね、やはり住

民に仮置場を探せと、見つけろと、自分のところは自分で見つけろなどということ

で私も、なんで被害者が、加害者が汚したものにあれしなければならないんだと、

私いつも不思議に思うんですこれね。しっかりと町民に迷惑のかからないように、

早急に除染作業をしていただきたいなと思い、この質問を終わります。 

 続いて、３番目に入らせていただきます。復興住宅の造成をということなんです

が、今、町長のほうからいろいろいただきました。これを見ますと、マスタープラ

ンに基づいて壁沢地区に３.２ヘクタールの土地に県営の復興公営住宅を整備し、

民間に活用とあるんですが、県も今、復興公営住宅を５００戸発注いたしましたよ

ね。残念ながら川俣町には１棟も来ておりませんよね。この間新聞に載ったようで

ありますが、飯舘村さんはあれだということで、飯野町に造るということなんです

が、この前まで町長は川俣精練跡地に２０棟造るなどと言っていたんですが、これ

いつから県営公営住宅を壁沢のほうになったのか、ひとつその辺の設計をお答え願

いたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 答弁、誰になりますか。企画財政課長。 

○企画財政課長（佐藤真寿夫君） 質問に答弁をいたします。 

 町長の答弁にございました壁沢地区の県営の復興公営住宅につきましては、現在、

飯舘村さんで６０世帯が希望しているということでございます。この入居者につき

まして、そのほかの入居分ということで、入居を希望する住民の皆さんの要望に応

えるべく現在、国と協議を行っているところでございますので、ご理解を願いたい

と思います。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 今、国と協議してというんですが、この壁沢というんですか、

場所について言わなかったんですが、飯舘村ではね、６月の議会でこういうような

話が出ているんですよ。川俣町に６０戸程度、復興公営住宅を造りたい。しかし、

川俣町と南相馬に造りたいが、川俣町と南相馬には候補地が見つからないことから、

最後の協議を重ねているということなんですが、そういう協議は重ねているんです

か。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 答弁を申し上げます。 

 川俣町の復興住宅につきましては、議会でも何度もお話をしておりますが、川俣

精練の跡地のほう、現在、解体等、土壌調査入っておりますが、そこには山木屋地

区の復興住宅を造るということで、現在も国のほうとその協議を進めているところ
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でございます。また、今、お質しの壁沢地区につきましては、これも前に申し上げ

ておりましたが、飯舘村からの要望も出されておりますので、これも県のほうと国

とも協議を進めておりまして、それぞれの担当の中で話し合いをやっているところ

でございますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） そういう協議をしているということなんですが、いつころから

そういう協議をしているんですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐藤真寿夫君） 質問に答弁をいたします。 

 お質しの飯舘村で６０世帯という復興公営住宅の協議につきましては、去る４月

１５日に国、県、飯舘村と川俣町とで現状の確認などの事前の打ち合わせを行った

ところでございまして、その４月１５日の全体の打ち合わせ以降は個別に協議は進

めておりますけれども、今後、正式に個別の部会を設置しながら、建設に向け協議

をしていくこととなるので、現在のところそういった状況でございますので、ご理

解を願いたいと思います。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 復興住宅と言っても、公営住宅は国の復活プロジェクトですか、

前から国のほうで言ってますね、復興庁で。８分の７補助だと。あと８分の１は、

町の家賃が入るというような制度ですよね。そういう制度の中で、復興住宅、公営

住宅というのは、公営住宅法に基づいてやらなければならないから、なかなかこれ

造って入居しても、いろいろ制約があると思うんですよ。人数によって、収入によ

っていろいろあると思うんですよ。それで私はそれで県でやるんだから構わない。

それによっては低層のものもあれば、高層のやつも公営住宅はあるわけですよね。

災害についてただ公営住宅造れば良いんだというのも、これは県でやるんだから構

わないんだけど、私から言えば、それは構わないと思いますが、今、川俣町で避難

されている方、山木屋の人も含めてですね、いろいろ求めているのは、やっぱり自

分の家がほしいんですよ。それが今、川俣町に避難されている方、他町から来てい

る方も一番求めているのはそこなんですよ。県だの国で復興住宅、公営住宅造るん

だよと。公営住宅などというのは、結局町の町営住宅の延長みたいなものですから。

やはり１戸建てがほしいんだというのが山木屋のアンケート調査でも明らかであり

ます。そういうことで、町の独自で、町のこの災害によってなったことなんです。

町が独自でそういう宅地造成とか、それをする気がないのかどうか、その辺をお聞

きします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 答弁、早く願います。企画財政課長。 

○企画財政課長（佐藤真寿夫君） ご質問に答弁をいたします。 

 町での避難者の宅地造成ですね、住宅のための宅地造成の考えはないのかという

質問でございますけれども、現在、町ではそのような考えは、宅地造成については

考えておりません。一方、民間の活用などを視野に入れた良好な住宅地の供給を誘
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導するような、そういった方向で検討しておりますので、ご理解をいただきたいと

思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 民間、民間って民間にあれすると言うんだけど、こんな災害の

ときに、今、こういう求めている方がかなりいるわけですよね。そういう中で、今、

町の中の噂分かりますか。川俣は何にも復興事業なんてやっていないんじゃないか

と。毎日新聞見たら、みんな他の市町村ではいろいろやっているんでないかという

ことをもう町民の方が言っているわけですよ。いいですか、昨日たまたま私、あっ

一昨日か、福田の方で名前を言っても私構わないと言われたから、でも、言いませ

んけども、この方、ユアテックにお勤めになっていた方で、東北一円歩いておりま

した。原発立地のほうにもいろいろ行っておりました。その方が、浪江の方とだい

ぶ親交がございまして、「おら川俣に住みたいんだ」と。浪江は、いわきに仮の町

を造るなどと言っているけど、おらは川俣に住みたい。なんでかと言ったら、１１

４号線沿いに住みたいんだということをかなり浪江の方が言っている。山木屋の方

も戻る方、また、こっちゃ来る、町内に住みたいという方もいますので、山木屋の

人も含めながら、そういう声がいっぱい出ている。今ここで何にもしてないと、本

当に人口はますます減る一方じゃないかと思うんです。逆にそういう方を受け入れ

て、人口を増やすのも町の方策だと思うんですが、そういうことを町長は考えたこ

とございますか、どうぞ。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 答弁申し上げます。 

 復興住宅団地等については、議会からもお質しがございます。それについて、

我々も検討を加えてきております。先ほど質問ありました８分の７の国庫負担の造

成につきましも、これほど良いことはないんでありまして、国のほうでもやってお

りますけれども、これは川俣町に該当しないというようなことの話もいただいてお

りますので、それについてもご理解いただきたいと思います。今、お質しの件につ

きましても、復興住宅について、まず、山木屋の皆さん方の希望をかなえるために、

今、国のほうと協議を重ねております。具体的になりますと、なかなかそのとおり

いかない面もありますので、今後、それを地元の皆様とも話を進めるまでの資料と

言いますか、検討なりを深めて、国、県の考え方を今、質しているところでござい

ます。また、飯舘村につきましても、６０戸の要望が出されていることも事実であ

りますから、これは県のほうにも上がっておりますので、先ほど答弁したようなこ

とで、その３者の話し合いもしているところでございます。今、形になって見えな

いというようなお話でございますが、私もそのように気がもめているところでござ

いますが、それを早く進めたいという思いは同じでありますので、しばらく時間を

いただければと願うところでございます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 国、県などと言っているうちに、だいぶ震災後は来ることない
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ような大臣だの副大臣だの雨後の竹の子のようにわさわさわさわさと町内においで

になったようでございます。政権替わったから来ないんだかなんだか私は分かりま

せんけども、今、来ているところ、政府の要人とか大臣が来ているところ、復興や

っているところは来ているんですよ。川俣町何もやっていないから来ないんですよ。

やっぱりきちっとした復興事業を私はやるべだと思うんですよ。ましてやみんなこ

れ町民の方、山木屋の方を含めながら、他町村の方も川俣に住みたいんだと。福島

に行かなくて川町に住みたい。川俣だって、この辺だと。福島との境あたりに住み

たいと。やっぱり結構見ているんですよね、皆さんね。福島市だって、いいですか、

自主避難者している人のためにですよ、子育て定住支援賃貸住宅を造るんですよ、

もう。どんどんどんどん他の市町村は進んでいる。我が町だけ何にも復興事業をし

ていないというのは私非常に残念だと思います。いいですか、町長、この前の雑誌

というのか本に掲載されたものをちょっと私今、抜粋してきたんですがね。町長は

こういうことを書いている。町の人口減小が気になっております。町外に移住した

町民は１５６名、うち子どもが７３名です。県内で人口の減少率は川俣町が最も多

くなっており、なんとか歯止めをかけなければならないと、雑誌でこれ答えている

わけですね。インタビューに載っているわけです。こういうことを言いながら、何

もしないという手は私はないと思うんですよ。それこそ宅地造成をして、やはり他

町村の人も町内の人も受け入れて人口を止めると、増やすという政策をしないと、

なかなかこれ除染作業が終わって、ああ終わったわい、あらららら、川俣町は何も

残らなかった。何やっていたんだい、ごみ整理をやっていたのかいと言われて終わ

りだ。そういうことを町長考えていますか、どうぞ。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 質問に答弁をいたします。 

 川俣町の今、議員お質しのような内容の思いは、私も当然そのような思いで町政

の執行に当たっているところでございます。先ほど申し上げましたが、壁沢の復興

住宅等も含めて、川俣町は子育て支援、そちらのほうを含めて、そこをやっていく

んだというようなことで、県のほうとも話をしております。今、山木屋の皆さん方

が、一番、住民の方と話をしますと、子育てをしている人たちが今、悩んでおりま

す。そんなことで、その受け皿を造らなくては、私は山木屋の復興計画は進まない

だろうと思っておりますので、それらについても、お質しのようにそのことを中心

に復興住宅についても考えていくことで、国、県のほうに今、協議をしていること

もご理解を賜りたいと思います。なお、今、お質しのようなことについては、私も

基本的にそのような考えで今、進めているところでございますので、ご理解をいた

だきながら、今の復旧・復興事業について、それを加速をしながら、それを動かし

ていかないとなかなか前に行かないのが現実であります。しかし、なかなか相手も

ありまして、それを理解させていく努力ももっとやれというようなお質しだと思っ

ておりますので、その辺も踏まえながら、国、県の方にも強力に求めて、対応・対

策を深めていきたいと思っています。 
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○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 昨年の９月議会のときにもいろいろ営農団地の問題、西部工業

団地の問題、中心市街地の問題出ました。残念ながら、あの議会は通らなかったん

ですが、あのとおりやっていればもう１年経って、それこそ国、県に申請する時期

だったのではないかなと、私非常に残念に思っております。町長ね、町長も政治家

ですから、会津出身の総理大臣の椅子を蹴った伊東正義さんの言葉でこういう言葉

があります。いいですか、政治家は何になるかではなくて、何をするかですから。

正しく今、その何をするかなんですよ、町長は。町長以外に誰もできないんですか

ら、川俣町の方は。だから、そういうところをきちっと考えたことありますか、再

度。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 答弁申し上げます。 

 全く崇高な精神の政治姿勢だと思います。私もそのようなことを肝に銘じて、町

政執行に当たっていく考えでおりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） やっていくということなので、私たちも期待するしかないです

よね。町長さんあのまだ時間ありますから、私も精一杯やりますけども、やはりあ

のよく昔の人言ったもんだよね。記録に残るよりは記憶に残ったほうが良い。あの

ときの町長は大したもんだなと。古川町長は大したもんだなと言われるくらいのや

はりこれからまだまだ遅くありませんので、やっていただきたいと思うんですが、

その辺の決意をひとつ。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 答弁申し上げます。 

 ただいま答弁したとおりでありますので、そのような気持ちを大切にして今後町

政の執行に当たっていく考えでおりますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） それでは、ここで昼食のため休憩いたします。再開は午後１

時です。 (午後０時００分) 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 再開いたします。           (午後１時００分) 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 午前に引き続き、鴫原利光君の一般質問を続けます。 

 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） いろいろ私の質問に対して、いろいろ町長からもいろんな答弁

がありました。前向きな回答は１つもなかったと私は理解しておりますが、復興事

業、今、県内でもいろいろやっていますよね。いろいろ住宅ばかりが復興事業でな

いと思うんですが、福島市でも今、美術館では、我々一生に１回も見られないよう

な伊藤若冲展もやってますね。会津若松では、八重の桜にちなんで新島八重の銅像
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も完成したようでございますので、避難されてない自治体でもいろいろと事業を展

開しているようでございます。これ私も昔ちょっと聞いたことあるんですが、最近、

テレビでもやりましたけどもね。町長、長崎原爆 

○議会事務局長（佐藤光正君） 残り５分です。 

○４番（鴫原利光君） 長崎原爆で、長崎市民がみんな落ち込んでいるときに、当時の

市長、何か市民に勇気と希望を与えようと言った事業、何という事業だか分かりま

すか。これはですね、皆さん長崎に行ったことがある方分かると思うんですが、あ

の高台の稲佐山ロープウェイありますよね。あそこにロープウェイを架けて、夜景

を見て、市民に夢と希望を与えるという、当時の市長、大構想ですよ、民間を含め

てですよ。さっき町長民間とやればいいんだなどと言ったけども、民間と一緒にな

って行政をやるべきだと私は思っています。そのくらいのやはり復興するためには、

しっかりとしたやっぱり首長としてやっていただきたいと私は思うわけでございま

す。それでですね、過去にも本町では住宅営農団地ですか、国まで要望書を出した

経緯もございます。残念ながら議会ではいろいろあってあれだったんですけども、

これからでも遅くはないと思います。やる気があるなら、前向きに検討する気があ

るかどうか、町長に再度ご答弁お願いします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 鴫原利光議員の質問に答弁いたします。 

 今の質問につきましては、先ほど答弁したとおりでございますので、住宅団地等、

これを８分の７の国の補助というようなことについては、川俣町は該当しない状況

でございますので、こっちでもやりたくとも、それはできない状況でございますの

で、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 鴫原利光君。 

○４番（鴫原利光君） 町長その話ではなくて、川俣町のこれからの先のことを私質問

した経緯なんですが、公営団地の話になってすり替わっちゃったみたいですが、本

町も合併しないで自立をしようという道を選んだことですので、やはり自立した以

上はですね、町長、やっぱりこの期を逃してはなかなかこれから町の発展は、私は

ないと思っております。最後に一言私に言わせてください。自立した川俣町、自立

が自滅にならないよう、しっかりと舵を取っていただきまして、私の質問を終わり

ます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 以上で４番議員 鴫原利光君の一般質問は終了いたしました。 

 次に、５番議員 高橋道也君の登壇を求めます。高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） ５番 高橋道也です。東日本大震災と原発事故の発生以来、２

年６か月になろうとしています。その間、町は町民の安心・安全のための施策に追

われてきたのが現状であり、町民のニーズに応えるよう努力してこられたと思いま

す。ただし、対策の遅れ、対策を聞くだけでやらないなどから、町民の目にも、私

の目にも適切な対応をしてきたとは思えません。これからどんなことをしていくの

か、将来を見据えた町の施策に対しまして、次の質問に移りたいと思います。 
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 大きな１番目、川俣町の住宅除染の現状について。(1)２４年度の除染は完了し

たのか。(2)仮置場の現状はどうなっているのか。(3)２５年度の除染はどうなって

いるのか。(4)農地などの用水堀の除染を行うと聞いているが、その計画は。 

 大きな２番目、放射能から子どもたちを守る施策と子育て支援についてでありま

す。(1)川俣町の子育て支援策は。(2)放射能被害から子どもたちを守る施策は。

(3)町外へ避難している子どもたちへの支援策は。 

 大きな３番目、避難者のための住宅団地の造成は考えているのか。 

 以上であります。明解なる答弁をよろしくお願いします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 当局の答弁を求めます。町長。 

○町長（古川道郎君） ５番 高橋道也議員の質問に答弁をいたします。 

 はじめに、「川俣町の住宅除染の現況について」の(1)「２４年度の除染は完了し

たのか」についてのご質問でございますが、平成２４年度の事業で進めてまいりま

した福沢、小島、飯坂、大綱木及び小綱木の各地区の除染につきましては、仮置場

の確保など、地域の皆様や関係各位のご理解とご協力をいただき、更には各企業体

の真摯な除染作業により、ほぼ終えることができました。大綱木地区の除染につい

ては、２月２８日に完了し、その他の地区では平成２５年度へ事業の繰り越しを行

い、平成２５年７月末に福沢地区、小島地区及び小綱木地区が完了したところであ

ります。また、飯坂地区においては、花塚の里ちびっ子天国の除染業務について林

野庁と協議した結果、町で実施することとなったこと及びそれに伴い仮置場が不足

するため、飯坂第３仮置場の造成等が必要となったことから、工期を延長したとこ

ろでありますが、１０月末までには完了する予定となっております。 

 次に(2)「仮置場の状況はどうなっているのか」のご質問でございますが、先の

４番議員 鴫原利光議員へ答弁したとおり、今年度実施する地区の仮置場につきま

しては、福田地区は秋山字長大田地内に１か所、小神地区は下戸内山と道合内に１

か所ずつ、合計２か所を設置する予定であり、また、鶴沢地区では候補地を選定し、

地域への説明を行うなど、現在、調整及び用地確保に努めているところであります。

川俣地区については、地形や住宅の関係などから仮置場の確保が困難な状況にあり

ますが、現在、１か所について地元行政区さんと調整を行っており、今後、説明会

を開催し、地域のご理解を得ながら、仮置場の確保をめざす考えであります。また、

旧川俣地区は、仮置場１か所だけでは不足するため、昨年度設置し、未利用地があ

る地域の仮置場の利活用を視野に入れ、先般、該当する地元自治会長さんへ川俣地

区の除染土壌等の受け入れをお願いしたところであります。除染作業を実施するた

めには、除染土壌等を置く仮置場が不可欠でありますが、このため町では除染の推

進に向け、地域の皆様に丁寧な説明を行い、皆様のご理解とご協力をいただきなが

ら、引き続き仮置場の確保に全力で取り組んでまいる考えであります。 

 次に(3)「２５年度の除染はどうなっているのか」についてのご質問でございま

すが、平成２５年度の除染につきましては、先の４番議員 鴫原利光議員へ答弁し

たとおり、８月２３日に旧町内、鶴沢、小神及び福田の各地区にかかる除染業務の
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入札を行い、８月２６日付で鶴沢地区、小神地区、福田地区、更に旧町内について

は川俣地区第１として広瀬川から西側分、川俣地区第２として広瀬川から東側分の

全５工区において平成２６年３月２０日を完成工期とする契約を締結したところで

ございます。地域の皆様には仮置場の確保など、引き続きご理解とご協力をいただ

きながら、これまで実施した除染の成果と課題を踏まえ、徹底した除染に取り組ん

でまいる考えであります。 

 次に(4)「農地などの用水堀の除染を行うと聞いているが、その計画は」につい

てのご質問でございますが、農用地内の用排水路の除染につきましては、平成２５

年１月３０日付で福島県農林水産部から通知のあった農業用用排水路等除染業務委

託設計積算上の留意事項についてに基づき、除染を実施できるようになったことか

ら、平成２５年度に実施する生活圏の除染から設計に組み入れ、発注したところで

あります。平成２４年度に生活圏を除染した区域については、本年度中又は平成２

６年度に用排水路の除染が実施できるよう努めてまいります。 

 次に、「避難者のための住宅団地造成は」についてでありますが、避難者のため

の住宅団地の造成は考えているのかについてのご質問でございますが、避難者のた

めの住宅団地の造成につきましては、先ほど４番 鴫原利光議員に答弁したとおり、

川俣町都市計画マスタープランに基づき、壁沢地内に面積約３.２ヘクタールの土

地に県営の復興公営住宅の整備と併せて民間による活用等｝も視野に入れ、住宅団

地の造成を促進したいと考えておりますので、ご理解賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 教育長。 

○教育長（神田 紀君） ５番 高橋道也議員のご質問にご答弁を申し上げます。 

 ２点目でございますが、「放射線被害から子どもたちを守る施策と子育て支援に

ついて」の(1)「川俣町の子育て支援策は」についてのご質問でございますが、川

俣町の将来を担う若い子育て世代が安心して子どもを産み、健やかに育てることの

できる環境を構築することは、川俣町が将来に向けて発展し続けるための最重点課

題であると認識をいたしております。このことから、平成１７年度に策定いたしま

した前期計画並びに平成２２年度に策定をいたしました後期川俣町次世代育成支援

地域行動計画に基づきまして、子育て家庭のニーズに対応した各種子育て支援につ

きまして、鋭意取り組んでまいったところであります。その支援策の概要を申し上

げますと、母子保健対策といたしましては、すべての妊婦を対象とした１５回まで

の妊婦一般健康診査にかかる費用の助成を行うとともに、妊産婦の訪問指導、ある

いはまた健康相談や健康教室、そして、乳幼児の予防接種などの実施と、その充実

に努めてまいりました。また、多様な保育サービスの充実といたしましては、すみ

よし保育園における午前７時から午後７時までの延長保育及び休日保育の実施をは

じめ、通常保育に加え、夏期、冬期等の長期休業中に実施している川俣南幼稚園に

おける午前７時から午後７時までの預かり保育、更に、一人っ子や共働き家庭への
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対応といたしましては、小学生の学業指導や放課後等の健全育成を目的として開設

しております放課後児童クラブ及び地域の人々の協力を得て、学校や地区公民館を

会場として開設いたしております「放課後子ども教室」、そして、土曜、日曜日を

中心に指導をいたしております「子どもの居場所づくり事業」など、多様な保育サ

ービスを提供し、子どもの健やかな成長と健全育成に努めております。これら子育

て支援に伴う経済的負担の軽減策といたしましては、児童手当の支給をはじめ、２

人目以降の保育料の軽減や保育奨励金の交付、あるいはまた平成２４年１０月から

開始いたしました１８歳以下の子どもに対する医療費無料化拡充など、各種経済的

支援を図ってまいったところであります。また、子育て親子の交流の場と子育てに

関する相談や情報提供を目的として実施している事業といたしましては、子どもと

みんなの広場や子どもの一時預かりなどの支援を実施しております、ファミリーサ

ポートセンターへの助成など、多様な事業の展開と併せ、幅広く子育て支援の充実

に努めているところであります。今後とも将来を担う子どもの子育て支援につきま

しては、しっかりと対応してまいる考えであります。 

 次に、(2)の「放射線被害から子どもたちを守る施策は」についてのご質問でご

ざいますが、福島県におきましては甲状腺検査をはじめ、県民健康管理調査を実施

するなど、県民の健康管理に努めているところでありますが、本町におきましても、

子どもが放射線による健康被害の影響を受けやすいことを踏まえまして、子どもの

命と健康を守るため、被災以来、いち早く幼稚園、保育園並びに小中学校等の除染

作業を実施し、放射線の提言に努めてまいったところであります。具体的な取り組

みといたしましては、ご承知のとおり、ガラスバッチによる外部被ばく検査の継続

実施やホールボディカウンターによる内部被ばく検査をはじめ、給食食材の安全性

の確保のための食品内放射線線量測定などを実施いたしまして、その結果を保護者

に通知するとともに、測定結果の説明や健康相談会を開催するなど、保護者の不安

解消に鋭意努めてまいったところであります。また、子どもの心身の健康とリフレ

ッシュを図ることを目的とした「川俣子どもハッピースクール事業」をはじめ、親

子での宿泊による「親子のびのびリフレッシュ事業」、更には県外におけるスポー

ツ交流活動など、幅広い事業を推進することにより、子どもたちの心身の健康の保

持とリフレッシュに努めてまいりました。しかしながら、東京電力第一原子力発電

所の事故からまもなく２年６か月となる現在におきましても、放射線による健康へ

の影響に関する心配は、いまだ払拭されるまでには至っていないのが現状でありま

す。教育委員会といたしましては、今後も町保健センターとの緊密な連携を図り、

これまで実施してまいりました各種対策、対応を継続するとともに、将来を担う子

どもたちの健康管理につきまして、積極的に取り組んでまいる考えでありますので、

ご理解を賜りたいと存じます。 

 次に、(3)「町外へ避難している子どもたちへの支援策は」についてのご質問で

ございますが、一昨年に発生いたしました東日本大震災並びに東京電力第一原子力

発電所の事故によりまして、本町の一部が計画的避難区域の指定を受け、多くの町
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民が被災し、苦しみ、今なお、不自由な避難生活を送っておられることは、我々周

知のとおりであります。特に山木屋地区の皆様は住み慣れたふるさとを離れ、現在

も仮設住宅等での生活を余儀なくされており、心を痛めているところであります。

教育委員会といたしましては、原発事故により避難した区域外就学児童等につきま

して、避難先の子どもたちが不安を抱えぬよう、絶えず情報の収集に努め、避難先

の学校と緊密に連携を図り、きめ細かな対応をしてまいったところであります。こ

の間、本町における各小中学校が実施しております調査等によりますと、県外に避

難している児童、生徒及び保護者との連絡はしっかりと行われており、避難先でも

安心して学校生活を送れるように、主に元担任教師やクラスメイトとの手紙の交換

も頻繁に行われており、避難児童への心の支援を行っているとの報告を受けており

ます。また、東電の事故に伴い、避難されている方々に直接提供することが困難な

事務などにつきましては、平成２４年１月に実施されました「原発避難者特例法」

によりまして、川俣町を含む県内１３指定市町村から住民票を移さずに避難してい

る子どもたちに対しましては、乳幼児、妊産婦等への健康診査、保健指導、予防接

種に関する事務をはじめ、保育所入所や児童、生徒の就学に関する事務等につきま

して、避難先市町村が主体となり実施されておりまして、避難先市町村との綿密な

連携を通しまして、適切なサービス提供が受けられるよう鋭意務めているところで

ありますので、ご理解を賜りたいと存じます。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） 大きな１番の(1)、ほぼ完了したということなんですけども、

飯坂地区が１０月末までかかるということなんですけども、結局２４年８月２３日

に発注してから、結局１つは年度内に終わった。あとの４か所については７月いっ

ぱいと、１０月末までかかるということになりますと、ほぼ１年除染に費やすこと

になると思うんですよね。それで、先ほどの鴫原議員に対しての答弁では、３月２

０日工期だから、そこまでには完了したいと思うというようなことを言っているわ

けですけども、実際言って２４年の除染の結果から見ても、まず、間違いなく２５

年度中にできるとは思えないんですね。それで、議会に対しての答弁の中で、でき

ないことをやるということが、本当にこれから半年後だからということで、その責

任ある答弁になるのかどうか。私には当然、冬の２か月はできないということは４

か月しかない。その中でできるということは保証できない。実際言って大綱木地区

は１００ちょっとの戸数だったんですよね。今回、一番少なくとも２００いくらの

戸数があるわけですよ。そうすると、できるって、やりたいと思うでは、工期とし

て本当に町の入札に対して工期を決めて出す、その責任を果たしているのかどうか。

だから、この確かなことをやっぱり議会ですから答えていただきたいと思うんです

けども、だから、その３月末には本当にできるのかどうか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 議員お質しの２５年度発注部分について、年度内に終わるのかということであり
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ますが、先ほど答弁させていただいた経過でございますけれども、大変あの厳しい

状況ということは理解をしております。ただ、今の発注した段階の中で、あくまで

も年度事業というようなところも１つあります。そういう趣旨から踏まえて、なか

なか今の発注した状態の中で、年度を超すようなお話をするのはなかなか難しいと

いうようなことで、答弁をさせていただいた経過がございます。そういう趣旨で、

先ほど答弁をさせていただきました。今、議員お質しの昨年の除染の状況を見て、

２５年度本当に３月で終わるのかというようなお質しでありますけども、それにつ

いては今の状況では何とも言えないところがあって大変恐縮なんですけれども、難

しいということであります。というのは、これから事業所が発注になりました。今、

一生懸命事業計画を立てております。戸数も分かります。あとはいろんな諸条件も

整ってくるかなと思います。そういう意味で今、実施事業計画等々を立てていると

ころでありまして、それについてももう少し町のほうでも確認をして、本当に３月

で終わるのか、あとはどうしても年度を超すようなことになるのかということで、

もう少し時間をいただきたいなと思っております。そういう部分で事業計画が挙が

り次第、議会の方の方々にもご報告を申し上げたいと思いますけれども、今の状況

で年度を超すというようなことでは、ちょっとなかなか答弁をさせていただくのは

難しいと思っておりますので、ご理解をいただきたいと思います。もう少しお時間

をいただきたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） 課長の口からは本音と建前で、本音はもう今年度中には無理だ

ろうと、来年までかかるなということは思っているんだとは思うんですけども、た

だ、建前上、その期間で言わなくちゃならないということで言っているんだろうと

思います。ただ、実際、本当に結果が分かることをいつまでもここまでやるんだと

言っても、それはだれにも理解はできないんでないかと思います。だから、その辺

のところは、やっぱりこれからもまだいろんな除染の計画とか、これからあると思

うんです。２４年度やった分の再除染なんていうのもあるわけですから、そういう

ときにやはりきちんとした計画を立ててやっていただきたいと思います。 

 あと(2)番の仮置場の状況はどうなっているのかなんですけども、なんか２５年

度の答弁が来たんですけど、私は２４年度のを大体追い込みを完了したということ

で、２４年度の仮置場の現状を聞きたいなと思ったんですけども、これはですね２

４年度の仮置場の状況は，ほとんどがもう完了しているんですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 ２４年度の仮置場につきましては、飯坂地区の町長答弁のほうにもありましたけ

れども、第３仮置場ということで、３つ目の今、仮置場を造っているところであり

まして、そこに花塚の里の部分、あとはもう少し状況によって積み直しもありまし

たので、そういう部分で第３の仮置場を造って、２４年度の工事については、もう

１つ残っているということであります。福沢地区については１か所、小綱木地区に
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ついては２か所、大綱木地区については１か所、小島地区については２か所、あと

飯坂地区についての今、今度３か所目という話がありましたが、そのうちの１か所

については終わりました。実は第２仮置場について、いろいろと地域のほうからも

お話をいただいて、ちょっと積み直しをさせていただいている経過もありますので、

２４年度は飯坂地区の第３仮置場と第２仮置場の一部が今、動いている状況であり

まして、以外の７つの仮置場につきましては、完了をしているところであります。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） 川俣町の除染計画の中で、仮置場については完了した時点とい

うか、仮置場の監視委員会を作るというふうになっているはずなんですけども、こ

の完了した部分について、監視委員会を設置はしているんでしょうか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 仮置場の監視委員会につきましては、仮置場ごとに設置をするというようなこと

で進めた経過がございます。それで、２４年度分の仮置場につきましては、今、議

員お質しの７月末で終わったところについての監視委員会等でありますが、大変申

し訳ありません。今、遅れております。それで今月中に委員の選定等について、地

区のほうにも下ろさせていただきながら今、進めております。９月中には仮置場の

監視委員会、各地区のほうに立ち上がりまして、推進方をしていきたいと思ってお

ります。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） なんかね、話を聞いていると、先ほどから前議員の質問に対し

ましても、実際に言ってこっちが質問すると、その後で作るとか、あとはやるとか、

なんか取って付けたような話になっているような気がするんですけど、実際に言っ

てその監視委員会を作るという、最初から計画の中に入っているわけですから、そ

れはねもう仮置場が完了すると同時に監視委員会が機能するような、もう仮置場は

できているわけですから、その間は監視委員会は全然やっていないということにな

るわけですから、やっぱりできたときにはもう監視委員会は動くんだというような

やり方をしないと、なんか質問にあったからこう答えっぺという形で、なんかこう

行き当たりばったりの答弁のようにしか聞こえないんですけども、もうだからない、

私もやっているけど、すべてがそんなような返答になっちゃうのね。実際言ってね

前回の質問でもなんだけど、その除染計画というものに基づいて、本当にやってい

るのかどうか。実際ね、子どものいる世帯と普通の世帯では５０％と６０％という

目標があったはずなんですよ。それは今回、２４年度の発注した世帯で子どものい

る世帯が特別に６０％減らすからと言って、そのやり方を何か特別なやり方をやり

ましたか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） お子様のいらっしゃる世帯等々の除染の計画の

中での５０％低減、６０％低減というパーセント低減の部分ありますけれども、そ
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れに伴います除染の中身についてですね、違うことを実施をしたのかというお質し

でありますけれども、それについては、ここはお子様のいる家庭なので丁寧に、あ

と通常のところはやらないみたいな、そういうところはありません。町の除染計画

仕様書に基づいて、同じような状況で除染の作業は当たらさせていただきました。 

 以上で答弁とします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） ということはですよ、子どものいる世帯もいない世帯も同じよ

うな除染をしたんだということですよね。だったらですよ、この５０％、６０％と

いうのは、やっぱり５０％よりも６０％、１０％多く除染しなくちゃ６０％の除染

を到達することはできないと思うんですよね。そしたら、一番最初の大元になる除

染計画にそれをうたっていながら、子どもの世帯に対しても普通の世帯に対しても、

同じ除染の方法でやったということになると、この６０％、５０％なんていうのは、

最初から出さないで、５０％で良かったんじゃないですか、これ。違いますか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 その５０％、６０％というパーセントでありますけれども、同じようなことでや

るならば５０％で良かったのではないかということでありますが、１つは、町の方

の除染計画を作成するうえでは１つの基準がありまして、それに伴うものと言いま

すのは、国がお示しをした１つのガイドラインといいますか、そういう部分があり

ます。そのような趣旨で、まず、やらさせていただいたわけでございます。あと先

ほど私のほうで答弁を申し上げましたが、その５０％、６０％の除染の違いはとい

うところがありましたので、同じような仕様でやりましたというような答弁をさせ

ていただきました。あと、もちろん除染の途中、状況等でありますけれども、それ

は空間線量を図りながら、又は表面汚染密度と言われますが、ｃｐｍというか、放

射線の数を図るものでありますけれども、それについてもその現場、現場に合わせ

ながら、一つひとつ確認をして、まず、やらさせていただいた経過がございます。

そういう意味では、５０、６０という１つの数字がありますけれども、町のほうで

はその線量等々については十分注意をして、除染の中身ですね、もう少し除染をし

ないと表面汚染密度であれば、１つは１,０００ｃｐｍという、１つの１,０００と

いう数字を基にしておりますが、町ではその半分の５００になるようにまず除染を

させていただきました。それで、５００にならない場合には、５センチ剥ぎ取りの

部分についてはもう少し剥ぎ取りをして５００以下にしようというようなところで、

一つひとつ各個人のお宅の部分の除染の手法については、個々調整をしながら進め

てきた経過がございます。そういうことで、除染の中身について、すべて統一とい

うところではなくて、あそこの汚染密度といいますか、空間線量等についても、十

分各家庭のお家の状況を見させていただきながら除染に当たったというところでご

理解をいただきたいと思います。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 
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○５番（高橋道也君） すみません。その点もこれから２５年度の除染地区が発注にな

ったばかりなので、その辺も頭に置きながら、２５年度の除染はしっかりとやって

いただきたいと思います。それで、あと２５年度の除染はどうなっているのかです

けども、これも実際、入札日というのは去年と一緒なんですよねこれ。去年も８月

２３日ですよね。今年も８月２３日、やっぱり２４年度にやってできなかったとい

うことをやっぱり反省してないと思うんですよね。反省していれば、冬場の２か月

を除いて４か月ないし５か月しかない、その中でできないということは大体分かっ

ているわけですから、もっと早めの対策というものが必要だったと思うんです。私

はずうっと議事録や過去を開いて見ますと、もう去年の９月から来年はまた苦労す

るよと。だから、今年度中に仮置場くらいはせめて選定し終わって、年度の初めに

造成を終わって、すぐ出せるようにしないとだめですよというようなことは、再三

にわたって言ってきたはずなんですよ。それがやっぱり今年もこういうふうになっ

てしまったというのは、やっぱりどうも動きが鈍いというか、役場のほうの対策が、

やっぱり後手後手を踏んでいるのかなと思わざるを得ないんですよね。これはやっ

ぱりもう終わっちゃったことです。今までのことを先に戻るわけにはいかないわけ

ですから、これからしっかりやっていただきたいと思います。 

 (4)なんですけど、用水堀の除染を２４年度中の分のやつを改めてやるというこ

となんですけど、これの仮置場はどうするんですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 農業用用水路の除染の関係でございますが、その仮置場については、平成２４年

度の仮置場、今、先ほど７か所ができておるというような話をさせていただきまし

た。各地区の部分で仮置場のところに、出来ている仮置き場のところにある程度隙

間等がございますので、隙間というと表現申し訳ございません。少しまだ未利用地

がありますので、そこになんとか搬入は可能だろうという理解をしております。と

いうのは、各地区の用水路の関係の延長と言いますか、それもある程度調べ上げさ

せていただいておりました。そこから発生する汚染土壌等もどのくらいになるのか

ある程度見させていただいておりまして、その部分について調整方をしたいと思っ

ております。あと仮置場によっては、若干どうしても入らないというようなところ

もあろうかと思います。それについては、新たに農業用用水路の仮置場として新た

に設置のほうを地区にお願いをしながら進めていきたいと考えております。 

 以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） 大きな１番の質問は、これで終わりたいと思いますけれども、

なにしろこれから２５年度をやるんだということなんで、やはり２４年度の反省を

きちっと踏まえて、２５年度はしっかりやっていただきたいと思います。 

 それで大きな２番の子育て支援のほうに移りたいと思います。なかなかこの子育

て支援も、今、川俣町の現状を見ますと、子どもの数、実際言って去年生まれた人
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の数が７４人、その前が６３人、その前が１０２人、２２年度が１０２人という数

字が出ております。極端に震災以来、出生数は減少しております。こんな中で、や

はりどの町村とも同じような施策をぶっててもですね、いつまで経ったって子育て

支援、川俣町独自の支援策を講じていかなかったら、これ以上どんどんどんどん下

がっていく一方になっちゃうと思うんですね。実際に言って私が中学校に入ったと

きは、川中の合併のときで、こんとき４００人いましたよ。それから、今の子ども

が生まれている人が中学校に行くわけですから。それから３０数年、４０年で、も

う６０何人とか７０人の世界になってしまった。これだけ減っているわけですよ。

だから、やはりね川俣町の独自の政策をこれからぶっていかなかったら、どんどん

どんどん減少していって、川俣町は子どもが本当にもう川小１つで間に合うという

ような町になっちゃうんじゃないかと思うんですよね。だから、今までやってきた

ことは構いません。だから、これから何をやっていくのか、そういう計画はあるの

かないのか、それをお聞かせ願います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） ５番 高橋道也議員の質問に答弁いたしますが、現在今、対応、

対策については、一応説明させていただきたいと思いますけれども、これからもこ

の内容を充実しながら、この川俣町独自の政策等を含めての現在、施行を実施して

いるのでありますけれども、今、お質しのように、子どもが少なくなっていること

自身、我々も十分それは感じているところでございます。そんな意味で、川俣町で

安心して子育てができる環境を支援策をしっかり取っていこうということで、先程

来答弁した内容になっておりますので、私どもも教育委員会と一体となった子育て

支援については、充実を図るということで考えて進めてまいりますので、ご理解を

賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） なんかね、今の町長の答弁ですと、なんか今までのことをきち

っとやっていくんだと、それで十分なんだというように聞こえるんでありますけれ

ども、私はそれではね、全然川俣町の子どもたちを増やしたりとか、現状維持をず

うっと続けるとか、そういうことは不可能に近いのではないかと思うんですよね。

実際に言ってこの福島県で出しているね１５歳未満の人口、こどもの日にちなんで

という資料があるんですけど、この中でこの白抜きの部分、これは１０町村ありま

す。これ一番少ないほうから１０町村の白抜きです、これ。子ども率が少ない。１

４歳以下の子どもたちが少ない率が、１０町村。その中で会津地方に８町村ありま

す。それで、中通りに３町村。川俣町がそれに入っているんですよ。川俣町、葛尾

村、川内村です。恐らく７～８番目、このパーセントからいくと７、８番目なのか

なと私は思っていますけど、こういう現状にあるわけですよ今。だから、もう早急

にこの子育て支援は対策をしていかないと、もう本当にどうしようもなくなると思

うんですよね。それでですね、町長にちょっと提案があるんですけど、この成果の

概要を見ますと、２４年度の見ますと、第３子以降に出産祝い金を１万円出してい
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ると。これ一時金ですよね。それで、去年第３子が生まれたのが１７人、１７万円

の補助ですから１７人なんですよ。そうしたらね、こういうものをやはり月ね、も

う第３子には月２万円出すとか、第４子になったら３万円出すとか、そういう考え

はございませんか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 答弁申し上げます。 

 子育て支援策については、川俣町は保育園料の免除も含めて、第２子、第３子以

降等についても、私はよその方からも充実した内容で今までも過去も含めて取り組

んできているように思っております。しかし、それだけでは、今の現状が打開でき

ないのではないかというようなお話であると伺って、今、聞きました。そんな中で、

この３子１万円出しているということでありますが、それを増額しながらこの子育

て支援策をする必要があるんじゃないかというような質問でございますけれども、

これからのこの子育て支援策につきましては、就学児も含め、また、それ以下の子

どもも含めて総合的に考えていかなくちゃならないという考えも持っておりますの

で、今の提案のありましたようなことも含めて、検討してまいりたいと考えており

ます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） 先ほどの答弁書にも、中学生以下の医療費免除という話があり

ましたけど、これの場合はもう県で実施してますので、川俣町は独自に先行してや

ったと思うんですけど、こういう県で今度やっているわけですから、その負担はな

いわけですよ、もう川俣町独自の負担というのは。そういうものをこういう川俣独

自の施策にその予算を持っていくというようなことは考えられませんか、町長。や

はりこれ今までやってきて数が減っているわけですから、それに歯止めをかけて増

やすためには、もっともっと独自の施策をやって、川俣町は良い町だなと、あそこ

に住んでみるかというような町にしなかったら、誰も来ません。やっぱり４号線沿

いはある程度交通の便が良いから、少なくて済むんですよ、そういうリスクが。と

ころが、川俣は山間にあって４号線から外れた町ですから。だから、さっきの白抜

きのようなことになるわけですよ。だから、やはり若い世代の人たちが、本当にこ

この町で子育てをしたら良いよというふうな噂が立つくらいのことをやろうという

気はございませんか、町長。もう一度答弁をお願いします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 現状の認識については、議員と共有しているつもりであります。

そんな中で、独自の姿勢を出していくということにつきましては、ただいま答弁申

し上げましたが、総合的な子育て支援、今回の震災対策も含めて、対策を立ててい

くというようなことで考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） 今回はね、検討していくということなので、また、改めてこの

問題については、検討した結果、どうなったのかを次回の質問で聞きたいと思いま
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す。 

 それで、２番目の子育て支援の施設の整備についてに移りたいと思います。皆さ

んずうっとこうやっているわけなんですけど、福島市はいろいろとこう新聞によく

出てきますよ。屋内運動場を造るとか、屋内遊び場を造るとか、相当の数今、造る

計画もあるし、造っていると思うんですね。ただ、川俣町にはいまだにどこに造る

も、ここに造るも、やるともやらないとも全然ないわけですけども、その屋内運動

場、それをやるのかやらないのかお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐藤真寿夫君） 質問に答弁いたします。 

 ただいま質問にございました子どもの遊び場につきましては、現在、職員により

ます検討委員会を立ち上げまして、種々検討しております。具体的には施設は、放

射能対策としての一時的なものではなくて、子育て支援策の重要な施設として、恒

久的な、そういった施設を想定しまして、そういった設置について、早急に町内の

関係者で計画を策定することで、方針を決定したところでございますので、ご理解

をいただきたいと思います。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） あのですね、恒久的なものも良いんですけど、実際、今、子育

て世代の方々がね今、本当に造ってもらいたいのは、早急にやってもらいたい。仮

設でもなんでも良いから早急に造ってもらいたい。恒久的に造る建物代は、５年か

かるか１０年かかるか分かりませんよ。そんなもので放射能被害から子どもを守る

屋内運動場とか、屋内遊び場ということにはならないでしょうそれは。そしたら、

やっぱり総合的に子育て支援のための児童福祉館とか、そういうものを造るんだと

いうんであれば、それはそれで結構です。ただ、やっぱり今、子どもたちが安心し

て遊べる場所を提供するということが大事なわけですから、今、福島市とかでやっ

ているのは、仮設ですよ、みんな。だから、そういうものを早急に１年以内だって

できるでしょう、そんなの。福島県には、少子化担当大臣の森さんもいるんだし、

その辺にやっぱり福島県なんだからやってくれろと。森さんの後援会に行ったって、

福島市長はその場で言いますからね。あそこに造りたいからなんとかお願いします

と。だから、そういうことをやっぱりやらなかったらだめでしょう。だから、仮設

のものを造るのか造らないのかを聞いているんです。もう一度答弁願います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） ５番 高橋道也議員の質問に答弁をいたします。 

 先ほど子ども支援策総合的なものということも含めて話をしておりましたけれど

も、今現在の子どもの遊び場等について、これは仮設でも既存の施設でも利用しな

がら、とにかく早く造ることが現在の状況に合っているんだということについてお

質しありますので、このことにつきましても、具体的に既存の施設も活用した、ま

た、仮設も含めたこの遊び場を造ることでの対策を立て、そして、議会のほうにも

示してまいりますので、ご理解を賜りたいと思います。 
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○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） ずうっと質問していますと、すべて検討していく、やってまい

りたい、何回質問してもその答えしか返ってこないんですよね。だから、そうでな

くて、やると言えないんですか。やる気ないのでは困るんです、それは。子どもを

守らなくちゃいけないんですよ、実際。だから、町外に避難している人もいっぱい

いるわけですよ。それを考えてくださいよ。町外に川俣の小中学校から４５人、い

まだに避難しています。その人たちは、やはりまだ川俣町には帰れない、住めない

ということで、町外に、県外もいますけども、行っているんだと思います。だから、

その人たちをやっぱり帰りやすいようにする。福島市では、昨日、一昨日の新聞で

したか、７日の新聞に出てましたけど、交付金を使って、県外者のための復興住宅

を造るというような話も出てます。やはり県外避難者に対しても、これからそうい

う人たちを我が町に戻すんだというような考えで、子育て支援、子育て支援のため

の整備、そういうものをどんどん進めていかなくちゃいけないと思います。町外に

避難している子どもたちのことに移りたいと思います。なかなか時間がもうなくな

ったので、すみません。今、結構町民の方々から話を聞くのは、町外に避難してい

る方々、県の甲状腺検査、あとそのホールボディカウンター、これを今の段階でい

つまでというのは分からないかもしれないけど、恐らくその健康調査というのはず

うっとやって行かなくちゃいけないんだと思うんです子どもたちの。その中で、今、

町外に避難している人たちのホールボディカウンターをやるとか、そういうことは

どういうふうに考えていますか。町外に行っていれば、帰ってきて川俣町のホール

ボディカウンターを受けるためには、交通費がかかるわけですよ。そうすると、小

さい子どもさんの場合は、親御さんもついてこなくちゃ帰ってこれない。そういう

ときに、その費用負担は、どのように考えていますか。個人で来れば、検査してや

るよという考えですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（菅野浩市郎君） ただいまの町外避難の方のホールボディカウンター

等でございますけれども、まず、これは県のほうの県民健康管理調査ということで

実施されておりまして、県のほうでまず、１つには自主的避難の方に対する総務省

でやっている避難先情報の登録システムがございますが、そのシステムに登録され

た方に、県のほうで通知をします。連絡をして、受けていただくと。 

○議会事務局長（佐藤光正君） 残り５分です。 

○保健福祉課長（菅野浩市郎君） また、あと自主的避難以外の方にも連絡をして、あ

とそれぞれ各県のほうに県のほうで委託契約をしまして、それぞれ近いところで受

けられるような対策を今、県のほうで取っているところでございます。 

 以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） 本当に対策取っていますか。私は全然それは聞いてなかったこ

となんですけども、まあそれはそれでそうすると言うんであれば、ただ、町のほう
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のホールボディカウンターとかね、そういうものをやっぱり受けてもらわなくちゃ

いけないと思うんです、健康管理するためには。だから、町はどうする気なんだと

いうことを聞いたわけなんですけど、何にも方策はないんだかと思うんですけど、

時間がないので、もう１つ聞きます。 

 実際、これからずうっと検査を続けていく以上は、高校生までは良いんですよ。

町内にある程度は住んでいますから。高校を卒業した時点から大学に行ったとか、

就職したとか、県外に相当数子どもたちが流れていくと思うんですけども、その辺

のそういう人たちの健康管理をどうやっていくかということを検討していますか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（菅野浩市郎君） ただいまのご質問でございますが、まず、これも県

のほうの健康管理調査の中で、町のほうもきちんと連携をしながらやってますけど

も、平成２３年３月１１日時点での県内居住者の方、その中で高校生も含めて、こ

れから継続的に健康診査を行っていくことになっておりまして、その連絡につきま

しては、先ほど申し上げたとおりでございます。それでそれの健康管理のデータに

基づきまして、県民健康ファイルを作りまして、継続して管理をして、また、それ

をデータベースで構築しまして、将来にわたっての健康管理を進めるということを、

これは県のほうも町のほうも、今後、よく連携をしながら進めていくようなことで

考えてございます。以上で答弁とします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道也君。 

○５番（高橋道也君） 先ほどと同じなんですね。質問に対してはこう答える。それが、

きちっとした対策になってない。恐らく本当にやっているのかいとあれして突き詰

めていったら、口だけだったという話になるんでないかと思うんですけど。それで

ね、ついでに考えてもらいたいのは、これから生まれてくる人も同じですからね。

３月３１日時点での妊婦さんとか、子どもさんばっかりでなくて、これから生まれ

てくる人、２３年以降に生まれてくる人たちだって川俣町に住んでいる以上はその

生まれてきた子どもさんたちの健康管理もやっていかなくちゃいけないと。そうす

ると、１０年でも２０年でもずうっとやっていくようになる。それをきちっとやっ

ぱり考えて、これから健康検査を、健康管理をきちっとやっていくんだということ

を本当に考えてやっていかなかったら、絶対頓挫するというか、何もしてなかった

なということになりますので、その辺のところをきちっとやっていただきたいと思

います。 

 ３番目の住宅団地なんですけど、実際言って精練に２０戸造ると言った話がござ

いました。私の答弁にはないですけど、これも復興住宅になっていますので、その

実際言って町長の前回の答弁でね、１０月末には造成まで完了すると、取り壊しを

やって、そして、２６年度は、２６年６月までに建設するんだということを聞いて

おりますので、 

○議会事務局長（佐藤光正君） ６０分経過いたしました。 

○５番（高橋道也君） それはどうなっているのかお聞かせ願いたいと思います。 
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○議長（佐藤喜三郎君） それでは時間ですので、これで５番 高橋道也議員の質問は

終了いたします。 

             （「議事進行」という声あり） 

○議長（佐藤喜三郎君） 高橋道弘君。 

○２番（高橋道弘君） 今朝の早朝ですね、議長のほうから当局に決算資料の提示につ

いて当局に注意していただいたんですが、私さっきまた見ようかと思ったら、伝票

ばっかりで、肝心の証拠書類何もないのね。契約書類出しているのは、数課に過ぎ

ないんですよ。だから、今も話題になった精練の話にしても、西部工業団地の話に

しても、一連のこの２４年度にやった契約関係とか、一連の経過が全然分かりませ

んので、これでは議案調査になりませんから、どういうことで当局は上げているの

か、是非議長のほうで調べていただいて、ちゃんとした資料を出させるようにして

ください。お願いします。 

○議長（佐藤喜三郎君） はい、分かりました。今、確認します。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） それでは、ここで休憩いたします。再開は２時２０分といた

します。 （午後２時０５分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 再開いたします。 （午後２時２０分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） なお、ただいま休憩前に、２番 高橋道弘議員からの質問が

ありましたが、提出書類については一応出したということなんですが、なお、更に

確認するということでありますので、ご了解ください。 

 それでは、一般質問を続けます。 

 １３番議員 石河清君の登壇を求めます。石河清君。 

○１３番（石河 清君） １３番議員の石河でございます。私は、地域住民の皆様方や

町民の方々から、私ども日本共産党や当後援会の方にお寄せいただきました諸要求

や願いの中から、先に通告しておいたとおり、大きくは２点ほどになりますが、２

点ほどにわたりまして、町当局の今後の対策・対応、あるいは考え方について質し

てまいりたいと思う次第であります。 

 まず、最初の大きな第１点目は、全町除染の促進を、についてであります。細部

の１点目、町の一日も早い復興、住民の皆さんが安心・安全に暮らせる町を取り戻

すためには、何よりも放射性物質の除染を徹底的に実施する必要があるというふう

に考えるわけであります。生活圏の除染が終わっていない旧川俣地区、鶴沢地区、

小神地区、羽田地区、秋山地区、それぞれの地区ごとの現時点での仮置場の確保状

況と生活圏除染の着工と完了の見通し、いつ頃となるのかお伺いをしておきたいと

思います。 

 細部の２点目、既に今日まで住宅除染が、生活圏の住宅除染が完了している地域

の仮置場の利用状況についてお伺いをしておきます。 
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 細部の３点目、耕作放棄地、特に住宅周辺の除染については、効果的、効率的な

手法でこれから耕作放棄地についても除染を実施する地域では、住宅除染と併せて

行うべきであると考えるわけでありますが、今後の当局の対策・対応についてお伺

いをしておきたいと思います。 

 細部の４点目、既に今日まで生活圏などの除染が１回目は終了している地域にお

いて、空間放射線量が十分に低下していない地域や地点、線量が再上昇している地

点などについては、当然のことながら再除染を実施すべきであるというふうに考え

るわけでありますが、今後の町のほうの対応を伺うものであります。また、住宅な

どの生活空間から２０メートルとしていた森林除染の範囲についても、生活空間に

影響が見られる範囲まで除染を行う方針というふうにも新聞報道も含めてお聞きを

しているわけでございますけれども、今後、どのような対応となるのかお伺いをし

ておきたいと思います。 

 続いて、大きな質問の２点目でございます。自然エネルギーの積極的な取り組み

を、についてであります。原発に頼らない自然エネルギーの確保という観点から、

太陽光発電などの取り組みはもちろんのことでありますが、本町の自然条件などを

十二分に生かしながら、風力、あるいは小水力などによる発電など、積極的に取り

組むべきというふうに考えるわけであります。当局は、議会の中での答弁では脱原

発の考えの下、再生可能エネルギーの導入に努めます、努力をしますというふうに

再三の質問に対しても言っているわけであります。現時点では、町の取り組みとし

て全く進んでいないというのが現状ではないでしょうか。そう言わざるを得ないわ

けであります。今後、具体的に進めていくためには、将来に向けた自然再生エネル

ギーの取り組みなどの基本方針、利用推進計画、早急に作るべきであるというふう

に考えるわけでありますが、当局ではこのような推進計画や実施計画などの策定な

ど、具体的にはいつ頃策定する考えなのか、具体的にお答え願いたいというふうに

お伺いをしておきたいと思います。 

 以上、大きくは２点ほどになりますけれども、質してまいりたいと思う次第であ

ります。 

○議長（佐藤喜三郎君） 当局の答弁を求めます。町長。 

○町長（古川道郎君） １３番 石河清議員の質問に答弁をいたします。 

 はじめに、「一日も早い全町除染の促進を」の(1)「生活圏の除染が終わっていな

い川俣地区、鶴沢地区、小神地区、羽田地区、秋山地区の現時点での仮置場の確保

状況と着工、完了の見通しはいつ頃か」についてのご質問でございますが、先の４

番 鴫原利光議員、５番 高橋道也議員への答弁のとおり、福田地区は秋山字長大

田地内に１か所、小神地区は下戸内山と道合内に１か所ずつ、合計２か所を設置す

る予定であり、また、鶴沢地区では、候補地を選定し地域への説明を行うなど、現

在、造成及び用地確保に努めているところであります。川俣地区については、地形

や住宅等の関係から仮置場の確保が困難な状況にありますが、現在、１か所につい

て地元行政区さんと調整を行っており、目途がつき次第、説明会等を実施し、地域
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のご理解をいただきながら、仮置場確保を目指す考えであります。また、川俣地区

は、仮置場１か所だけでは除染土壌等を搬入しきれないことから、平成２４年度に

設置し、未利用地がある地域の仮置場の利活用を視野に入れ、８月３０日に、該当

する地元自治会長さんへ川俣地区の除染土壌等の受け入れについてお願いしたとこ

ろであります。また、着工及び完了の見通しにつきましては、８月２３日に旧町内、

鶴沢、小神、福田の各地区にかかる除染業務の入札を行い、８月２６日付で鶴沢地

区、小神地区、福田地区、更に旧町内については、川俣地区第１として広瀬川から

西側分、川俣地区第２として広瀬川から東側分の全５工区について平成２６年３月

２０日を完成工期とする契約を締結したところであります。地域の皆様には、仮置

場の確保など、引き続きご理解とご協力をいただきながら、これまで実施した除染

の成果と課題を踏まえ、徹底した除染に取り組んでまいる考えであります。 

 次に(2)「除染が完了している地域の仮置場の利用状況は」についてのご質問でご

ざいますが、平成２４年度に設置した仮置場は、大綱木、２万２,０２４平方メート

ル、小綱木第１、７,９４３平方メートル、小綱木第２、４,９２２平方メートル、

福沢、３万２,８７７平方メートル、小島第１、３万３７３平方メートル、小島第２、

６,８０９平方メートル、飯坂花塚山、１万３,９３４平方メートル、飯坂第２、８,

３７３平方メートルであります。小綱木地区、福沢地区及び飯坂地区は、すべて利

用しており、未利用地域は大綱木、２,３００平米メートル、小島第１、４,３００

平方メートル、小島第２、１,７００平方メートルが未利用地となっている状況であ

ります。 

 次に(3)「住宅周辺の耕作放棄地の除染は、効率的な方法で住宅除染と併せて行う

べきと考えるが、今後の当局の対応は」についてのご質問でございますが、耕作放

棄地につきましては、住民の生活環境等を考慮し、空間線量を調査のうえ、低木地

では刈払い、除草、落葉除去など、高木地では枝払い、除草、落葉除去などを行い、

また、草地においては、除草等をはじめとした除染作業を土地所有者の同意を得な

がら進めてまいります。また、除染作業の範囲は、空間線量に応じて、適宜決定し

てまいる考えであります。 

 次に(4)「既に除染が完了した地域においても、空間放射線量が十分低下していな

い、又は再上昇している地点については、再除染を実施すべきではないか。また、

森林除染も生活空間に影響がみられる範囲まで除染する方針となったようだが、ど

のような対応になるのか」についてのご質問でございますが、環境省の井上副大臣

は、８月２６日、佐藤福島県知事に対して、再除染は、除染後の線量が除染前より

も高くなったり、放射性物質を十分に除去できなかったりした地点が対象となる。

市町村単位の除染が一巡した後にモニタリング調査を行い、再除染の必要性を判断

する。また、汚染を取り残したところはしっかりやっていくと発言したと新聞報道

がなされております。環境省では、再除染と隣接する山林除染についての方針を作

成したところであり、町では今後、環境省から詳細な基準等の説明を受け、確認を

しながら、しっかりと除染を進めてまいる考えであります。 
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 次に、２点目、「自然エネルギーの積極的な取り組みを」の「再生可能エネルギー

導入の取り組みは全く進んでいない。今後、具体的に進めていくためにも基本方針

や利用推進計画を早急に策定する必要があるが、具体的な策定時期はいつ頃になる

のか」についてのご質問でございますが、再生可能エネルギー導入の取り組みにつ

きましては、平成２４年度に各種団体代表者、学識経験者、事業者等からなる「過

疎型スマートコミュニティ構築事業検討委員会」を発足し、同検討委員会、事務局

会議等において種々検討を進め、太陽光、木質バイオマス等の再生可能エネルギー

の現状と利用の可能性、エネルギーネットワーク、過疎型スマートコミュニティの

構想等をまとめたところであります。具体的には、川俣町復興計画の基本理念を踏

まえ、原発事故により被害を受けた地域として、「脱原発」という考え方の下、太

陽光や木質バイオマスなどの再生可能エネルギーを活用した自立分散型のエネルギ

ーシステムであるスマートコミュニティをまちづくりの核と位置付け、エネルギー

の地産地消を達成し、新しい産業、雇用の創出などを図りながら、環境との共生と

経済的な活力が両立する地域の実現を目指すものとなっております。このことを踏

まえ、平成２５年度においては、より実践的にスマートコミュニティ構想を推進す

るため、これまでの過疎型スマートコミュニティ構築事業検討委員会をスマートコ

ミュニティ構築事業推進委員会に改めるとともに、山木屋出張所等整備分科会、複

合型施設等分科会、農業振興施設整備分科会及び再生可能エネルギー施設等分科会

を設置し、再生可能エネルギーの導入を含め、特に山木屋地区を中心とした総合的

な地域づくりの実施計画について検討しているところであります。当該実施計画に

つきましては、地域住民等の合意形成を図りながら、今年度中には策定したいと考

えておりますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。以上で、答弁とい

たします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） １３番です。私の先に除染については、だいぶ同僚議員から

質問もあったので、なるだけかぶらないように再質したいと思います。特に、今残

っている住宅除染については、一日も早い除染を多くの住民の皆さんが願っている

ところでございます。それで、やはり仮置場の確保の見通しが立っていないという

のが着工の遅れになっているわけであります。それで、答弁でも町のほうでも旧川

俣でも１か所予定地があるというお話もあったんですが、やはり郡部のほうと違っ

て、私から見ても、やはりこれは１ヘクタールとかというのはなかなか私は困難で

あると最初から思っているんですよね。なので、やはり１反歩、２反歩でもいいの

で、小規模のやはり仮置場、そういうものをやはり私は確保する方向で努力すべき

ではないのかなというふうに思っているんですね。やはり規模が小さくなれば、だ

いぶ私は違ってくると思います。これ１町歩以上となれば、なかなか郡部のほうで

もいろいろあるように、これ大変なわけでありますので、その辺についての考え方、

まず、最初にお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 
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○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 仮置場ということで、小規模の仮置場をというようなところでご質問いただいた

わけでありますが、町長が答弁申し上げましたように、福田地区というところが１

つと、あと小神は２か所ということで、おおむね今回、２５年度の除染については

おおむねまあ少し足りないところも予想されるところもありますが、おおむね２地

区については確保できているということで認識をしております。あと鶴沢地区と旧

川俣地区の部分につきましては、特に今、鶴沢地区については用地交渉なり、現地

の方の説明会等も開催しながら、今、進めておりますが、議員ご指摘のなかなか大

きな面積を１か所でいうのが今、なかなか難しい状況であります。今、議員ご指摘

のもう少し小規模の仮置場というものを考えたらどうかというようなご質疑をいた

だきまして、そういうところも頭に入れながら、早急に仮置場を造って除染を実施

をするという方向からすれば、そういうところもやはりしっかりと地区に応じた部

分というものを考えていかなくちゃならないということで、今、考えておりますの

で、そういうことも念頭に入れながら、しっかりと対応してまいりたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） もちろん特に鶴沢とか町のほうはない、やはり小規模の仮置

場を確保するような方向で努力はしていただきたいというふうに思いますけれども、

今、やはり早急に除染を進めたい、やっていただきたいという声が大きいわけでご

ざいますので、そんなことを言ってはあれですけれども、仮置場の利用状況、先ほ

ど答弁があったわけであります。もちろん私のところにも２か所あるんですが、私

も昨日いろいろ心配だったので、私の地元とあと大綱木の仮置場とか現地を確認し

てまいりました。やはりこれ莫大な投資をして仮置場を確保しているわけでありま

すから、同じ私ども町民であるので、旧川俣の鶴沢のものであっても、やはり私は

町長を先頭にやはりこれお願いをして、空いているところに置いてくれないかとい

うことで、まず、本気になってこれはやらなきゃだめだと思いますよ。私は個人的

には、私の地域では私はそのような方向で十分に理解が得られるというふうに私は

個人的には考えております。もちろんこれはいろんな方もいらっしゃいます。よそ

の地域のものは絶対持ってきてはだめだぞという、そういうのは私も何人かはいま

す。けれども、やはり合意は、やはり私は地域としてできると思うんですよ。私も

心配なので、昨日は地域のずうっと線量も測ったんですよね。私も気になるので、

いつも小ケ坂と田代の仮置場のを測っておるんですが、小ケ坂のところは０.２３

なんですよ。だから、０.２３ということは、本当に１ミリシーベルトなので、私

もいつももうちょっと高いときもあるけれども、大体いつ通っても０.２３ぐらい

なんです。これはね一安心かなと。やはりいろんな方に仮置場にすれば、絶対高く

なるぞというふうに言っている人もだいぶおりますので、私も大変気になっておる

ので、ずっとそれは私も通る度に線量計で測っておりました。そういうことで、田

代のほうはもっと低かったですね。私もちょっとびっくりしたんですが、０.１８

ぐらいだったんですよね。なので、あそこ確かに周りに住宅もないし、条件も良か
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ったせいもあるのかなというふうに思って私も安心しておるんですが。であるので、

やはりその辺をですよ仮置場にしても、絶対ほら今までよりも線量があるというこ

とはないということも、これは科学的にも証明されているわけだから、そういうこ

とも十分に地域に行ってですよ、お願いもしながら、やはり空いている仮置場をこ

れは私は１００％活用すべきだと思いますよ。そして、なかったら、当然、新たな

ところを確保するしかないというふうに私は基本的には思っておるんです。その辺

の考え方について、まずお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 議員お質しの仮置場につきましては、町長先ほど答弁申し上げましたように、８

月末にそのような趣旨の中身で地域の自治会長さん等にもお話をさせていただいて、

その取り組みについて、いろいろと町のほうと地区のほうと話をさせていただいて

おります。また、もう１つは、いろんな地区のほうから逆に自分の地区のほうで是

非川俣町分の仮置場として候補地を出しても良いというような提案をつい最近、２

か所ほど挙がってきたのも事実でございます。そういうところを今、調整方をした

いと思っておりまして、今、議員ご指摘のいろんな仮置場に対する考え方もいろい

ろありまして、町としても地域の中にしっかりと入りまして、皆さんの土地等をお

借りをしながら、仮置場設置に向けた取り組みを目指してまいりたいと思いますの

で、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） あと今、ちょっと聞くのを忘れてしまったんだけれども、田

代の仮置場には、小ケ坂にはもちろん付いている。測定器なんか昨日なかったよね。

なんか前に付けられたような気もしたんで、なんか昨日行ったらなかったので、そ

れどうなっているのかな。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 田代地区のモニタリングポスト、仮置場なんですが、２４年度に設置をするとい

う段取りをしていろいろ調整方を図ったところですけれども、なかなか大変申し訳

ありません。電波がですね、うまく届かなくて、うまくインターネットのほうに接

続できないというふうなことになりまして、急きょ２４年度当初考えたんですが、

外しました。それで２５年度はなんとか調整方をして設置も可能だということにな

りましたので、今回、モニタリング設置については、２５年度で設置をしてまいり

たいと考えております。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） とにかくですね、特に旧川俣、鶴沢地区の皆さん、本当に一

日も早く除染を望んでいるわけでありますので、私申し上げたような空いている仮

置場、あと私のところを貸しても良いよというようなところがあれば、そういうと

ころも小規模であってもですよ、積極的に探して、早急にとにかく除染に取りかか
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れるように。町長どうですか、これ。あれですよ、議会中でもなんでも動いてくだ

さいよ、これ。議会が終わってからなどと言ったらば、本当に９月になったんだか

らね。その辺町長どうなんだい。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 石河清議員の質問に答弁いたしますが、本当に仮置場の確保が

困難であります。本日も仮置場の質問をいただいているわけでありますが、貸すと

いう了解をいただいた人、その周辺からもまたいろいろと不安が寄せられるという

ようなことの繰り返しであります。ただ、今、議員がお質しのように、線量が明確

に下がっている。仮置場は安全なんだということについては、私どもも理解を深め

ていただくということは大事でありますから、現場の状況を見ていただきながら取

組んでいるところでございます。そんな中で今回、旧川俣も含めた地区の除染に入

るわけであります。やはり仮置場の確保についてもなかなか厳しい状況があるわけ

でありますが、議員お質しのように、今日も議会が終わって地区に出向いて、この

仮置場の確保についての説明会を設けたところであります。また、もう１か所今週

やる予定なんでありますが、とにかく早急にその対応については、現場説明と言い

ますか、現地の自治会も含めた皆さん方に説明をいたしまして、協力をいただくよ

うにお願いして歩きますので、これからもご理解のほどよろしくお願いを申し上げ

ます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） 住宅のちょっとさっき答弁をもらったんですが、明確にちょ

っと私聞けなかったので、いわゆる耕作放棄地、住宅の周りに結構私のところにも

そういうところあるんですよね。今年については、これからやるところについては、

住宅の除染と、このいわゆる農地であっても遊休農地についても、このような手法

で除染をやるということで良いのですかね、その辺もう一度。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 耕作放棄地の除染につきましては、町長答弁申し上げたとおり、実施をしていき

たいとこう思っております。ただ、２４年度のところの除染等を確認してみますと、

結構耕作放棄地になっている方のわきの土地というのは、案外自分の所有する土地

ではなくて、別の方の隣接されている土地が多かったというのも、現実的にはある

のかなと思っておりまして、やはりその辺の調整もやっぱり今後、耕作放棄地の除

染をする場合については十分調整をしながらやらないと、なかなか思うように進ま

ないなと今、思っております。ご答弁申し上げましたように、いろんな除染をまず

やってみて、どのくらい線量が下がるのかということもしっかりと見すえさせてい

ただきまして、耕作放棄地の除染については取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） 今、答弁いただいたんですが、当然、２４年度のところもで
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すね他人の土地であっても、やはりこれ住んでいるわけですから、最低限やはり住

宅の周辺については、山林と同じくこの耕作放棄地についても取り組んでいただき

たいというふうに強く要請しておきたいというふうに思います。 

 あと再除染については、とにかく今は一通りやってないわけだから、一通りやっ

てから、私も当然、再除染すべきかなというふうに思いますけれども、私のところ

も住宅はもちろん道路もやってもらいました。用排水路はまだ小島はやっていない

んだけれども、そういう段階で昨日ずうっと私も心配だったので、ちょっと一昨日

の夜も集会所で集まりがございまして、大体集会所で集まりがあると、ここの集会

所でおれのところの部落はなんぼ線量あるのかなとなるんですよね。そういうこと

もあったので、昨日ずうっと、私うちのほうは８つ行政区あるんですよね。ずうっ

と順番に私回って測ってみました。マイクロシーベルトで下の町が０.３１マイク

ロシーベルト、中組集会所が０.３２、岩阿久が０.３５、涛野が０.３１、田代集

会所が０.１７でございました。睦が０.３４、小ケ坂が０.３８、深海が私の地元

ですが０.２７という状況でございます。それで、田代が本当に飯舘に近いんです

けれども、昨日測ったらば０.１７３ということで、０.２３以外のところはここ１

か所だったんですね。もちろんこれ毎日変わりますよ。大体集会所の玄関のところ

の外で測ったのでいろいろね。ただ、山は背負っていないんですよね。私の８つの

集会所等も全部山は背負っていないから、条件は良いと思います。１軒、１軒の住

宅を見れば大概山は背負っているので、やはりこの平均よりは高い家もかなりある

かなというふうに思うので、将来的にはやはり再除染のことも含めながら、当然対

応していかなきゃならないというふうに思う次第であります。ただ、一番飯舘の境

の平馬というところ、水境は０.６５でございます。これはまだ飯舘のほうも、あ

そこもこれからかな。伊達市は終わったのかな。そこのちょうど３軒家があるんだ

けれども、川俣、伊達市、飯舘村とその３軒がちょうど境に接しているんですよね。

郡境でもあり、町境でもある。そこはさすがに０.６５、１.４か１.５あったんで

すよね、除染の前は。だから、０.６５なので効果はあったかなと。あと飯舘のほ

うも終わればもうちょっと下がるかなというふうに思いますが、やはり小島ではこ

こが一番高いのでございます。あと飯坂のぐるっと回ったので、飯坂の水境０.４

７でございました。ちょっと想像したよりは低かったですね。あと小綱木の菅立目

０.４１、小綱木の公民館などは０.２４でございました。あと大柴が、私も大柴を

心配していたんですが、これはこの前モデルでやってもらった家、藤原さんという

家、奥から３軒目の家なんだけれども、玄関のところ０.３４でございました。な

ので、戻っていないので大丈夫かなというふうに私も思ったんですが、そのような

状況で、これはあくまでも参考に申し上げておきたいと思いますが、将来的にはや

はりこれモニタリングをきっちりやってずうっと続けて、やはり０.２３以上は私

は基本的にはやっていただかなくちゃならないなと、国と東電の責任でね。そうい

うふうに思いますので、基本的にはそのような考えで取り組んでいただきたいとい

うふうに思っている次第でございます。ここのところは答弁は良いです。 
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 用排水路についても、まず、ため池だっけか、この前聞いたんですけれども、来

年度というふうになるとは思いますけれども、今年は無理でしょうからね。ため池

とやっぱり用排水路をきっちりやってもらえれば、今のところは住んでいるところ

の近いところは一応除染は終わるかなというふうに思いますが、その辺の取り組み

もう１回ちょっと。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 ため池又は用水路の除染でありますが、用水路の除染につきましては、２５年度

ようやく方向性が出てきて、交付金も認められることになりましたので、２５年度

から着手をさせていただくことになりました。２４年度で実施できなかった地区等

につきましては、なるべく早く実施をできるようにしていきたいと考えておりまし

て、２５年度できるものについては早めに、又はどうしてもの場合のところもやは

り考えますと、２６年度では最終的には実施をして終わらせたいと思っております。

あとため池等につきましては、まだ技術的な知見等々がまだ出ておりませんので、

もう少し時間がかかるかなと思っておりますが、町としては県、国のほうにため池

の除染についての状況、又は早く指示を出してほしい旨は申し上げておりますので、

ため池の方向等が出ましたらば、今後、除染の計画の中に入れて除染をしてまいり

たいと考えております。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） もう１点確認をしておきたいんですが、住宅除染、今、２０

メートルですよね。その辺も国のほうもこれからとにかく線量に影響を及ぼすよう

な杉山なんかあるところは、やっぱり私は戻る可能性もあるし、当然、これ２０メ

ートルではだめだと思うんだよね。だから、やっぱり現場によっては３０メートル、

５０メートル、やっぱりやらせなければならないというふうに思うんですよ。だか

ら、その辺の町としての基本的な姿勢がないと、国のほうに言っておかないと、国

のほうからはなかなか出てこないという、今までの状況であるので、その辺基本的

に私はそのようにすべきだと。最低３０メートルぐらいはやってもらわないとだめ

でないかなと私は思っているので、その辺町としての基本的な考えはどうですかね。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 山林の除染ということで２０メートルというようなことで今、範囲で取り組んで

はおりますけれども、これについてはようやく環境省のほうで先ほど町長のほうで

答弁申し上げましたが、副大臣のほうが佐藤知事の方に申し上げて、また、環境省

のほうでもプレス発表しました。詳細については、林野庁で発表しているプレスリ

リースというか、技術検証をした結果についていろいろと見させていただいており

ますが、ようやく２０メートルを超えるものの除染について、ようやく指針が示さ

れてきたところであります。その中身については、どのくらいの線量であったらば

本当にできるのかできないのかというところが、まだ、明確になってないところが
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多々ありまして、その部分について、やはり町としてもしっかりと国、県のほうに

申し上げ、その指針というものを明確に出していただいて、町としてはその森林関

係、２０メートル範囲内としても、それについての再除染するしないについての方

向性を明確に今後、やはり作っていかなきゃならないと思っておりますので、もう

しばらく時間をいただきたいと思いますけれども、何らかの数値的な部分になろう

かと思いますが、国のほうからお示ししていただいて、それに基づく町の計画とい

うのも改めてまた作り直しをして、その森林の除染については、しっかりと取り組

んでまいりたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） いろいろ申し上げましたけれども、とにかく早急に残された

地区の除染について、仮置場も確保しながら取り組んでいただきたいと強く要請し

ておきたいと思います。もちろん山木屋については、国のほうにしっかりと責任を

もって除染に取り組んでいただくことを町のほうからも再三厳しく言っていただき

たいというふうに要請をしておきたいと思います。 

 ２番目の自然エネルギーの取り組みなんでございますけれども、これだいぶ前か

ら検討中、検討中だったんですよね。だけども、さっきの答弁で今年度中に策定を

すると。今年度中と言っても、私はですよ、やはり具体的には来年の新年度の予算

からいろいろ取り組めるような方向で、今年の１２月以内にですよ、きちっとそう

いうものを策定して、来年度の予算にきちっと予算化できるような方向で私は取り

組んでいかなきゃならないというふうに思っておりますので、その辺再度確認して

おきます。町長どうなんですかね、町長がやっぱり一番考えが大事だから。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） １３番 石河清議員の質問に答弁をいたします。 

 再生可能エネルギーについてでございますけれども、今年度の計画に具体的な事

業を挙げることでの委員会を立ち上げたところでございますので、それらを受けな

がら、具体的な事業にできるところから取り組んでいきたい、そのような考えでい

るところでございます。これも国のほうの補助事業の採択になるかどうかというと

ころでの要望は出したところでございますが、それらをしっかりと受けて、この構

想の具現化を図っていきたいと、そのように考えて今、取り組んでいるところでご

ざいますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） ちょっと確認の意味でお聞きしたいんですけども、今年から

太陽光については当然、川中と福田とか富田幼稚園は夏休みも終わったので、夏休

みあたりに設置したのかなというふうに私はちょっと思っておったのですが、どの

ような取り組みになっておるんですか。いつ頃、設置されているのか、私もちょっ

と確認していないので、その辺。 

○議長（佐藤喜三郎君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐藤真寿夫君） 質問に答弁をいたします。 
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 太陽光発電システム等の設置工事が遅れている理由についての質問でございます

けれども、太陽光発電システムなどの設置工事につきましては、県の地域グリーン

ニューディール基金を活用し、実施するものでございます。本町におきましては、

平成２５年度の当初予算の川俣町要望で、新庁舎の再生エネルギー施設にかかる設

計費２５０万円で同額を県で予算化いたしました。しかし、その後、新庁舎につき

ましては、再生可能エネルギー施設設計を本体と一体で町で予算化することとなり

まして、設計費２５０万円を取り下げました。ただいま質問にございました川俣中

学校、福田小学校、富田幼稚園及び保健センターの蓄電池工事費の事業費１億４,

４２４万２,０００円を現在、追加で要望をしております。県全体の所要額につき

まして、再度県の環境共生課が各市町村へ事業の有無の再照会をすることとなって

おりまして、現在、県の環境共生課と協議をしている状況のため、遅くなっている

ということでございます。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） 県と協議はもちろんしなきゃならないと思うんですが、やは

り当初予算でこれ取ってあるわけでありますし、とにかく教育委員会でも積極的に

やるということで、予算議会のときは、そういう答弁もらっているわけですから、

これはとにかく早急にとにかく設置する方向で進めていただきたい。とにかく町長、

自然エネルギーについては、議会のほうでも私も先だって産業の方でも新潟のほう

では風力とかなんかも秋田のほうで研修もしてきたんですが、あと去年は総務のほ

うでも北海道に行ってきたり、あと当局もですよ、やはり人任せではなくて、自分

でも積極的に、特に私は個人的に考えるんだけれども、自然エネルギーとなれば小

水力とかなんかと川俣では本当に私はやんなんねというふうに思うんですよね。だ

から、そういう点でなんか人任せ、誰かがやってくれるんでないかみたいな、そう

いう取り組みにしか聞こえないんだよね。だって、これはあれだぞい、私が取り上

げる前から同僚議員も何回も聞いているわけだから。そうすると、前向きの答弁は

出るんだけれども、全然進まない。だから、さっきの答弁でいいんですが、とにか

く年内にきっちり策定してもらって、来年度からきっちり太陽光だけでなくてです

よ取り組めるような方向にこれは進めていただきたいと思うんですよ。町長そのよ

うにしてください。最後に、町長の答弁お聞かせください。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） １３番 石河清議員の質問に答弁いたします。 

 お質しのこの再生可能エネルギーの導入でありますが、太陽光発電を利用した事

業については、当初予算でも学校の施設等について認めていただいておりますが、

これは当初予算でも申しあげておりますけれども、県のほうの補助事業でやるとい

うことでございます。それの協議をしているということでございますので、人任せ

ではなく、相手のお金を出すほうのこともございますので、我々は早く決めていた

だくようにそれは要望をしておりますので、その点についてもご理解を賜りたいと

思っております。ご質問にありますように、目標に向かって一緒になって進むこと
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は人任せでなくやっていく考えでおりますので、ご理解を賜りたいとお願い申し上

げます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 石河清君。 

○１３番（石河 清君） 町長の答弁もございました。答弁のようにですね、しっかり

ととにかく取り組んでいただきたい。そのことを強く要請して、以上で質問を終わ

ります。 

○議長（佐藤喜三郎君） 以上で１３番議員 石河清君の一般質問を終了いたしました。 

 次に、９番議員 菅野正彦君の登壇を求めます。菅野正彦君。 

○９番（菅野正彦君） ９番 菅野正彦でございます。町民の方々から寄せられた中か

ら大きくは２点、細部４点について、当局の考えを質します。 

 大きな１点目、川俣町は豪雨等大雨の被害から町民の暮らしや命を守る防災対策

は大丈夫か。７月から８月にかけて全国各地で大雨による河川の氾濫など、多くの

家屋倒壊や流出など、被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。これらの

災害は、対岸の火事ではありません。川俣町では過去に広瀬川にかかる木橋の大半

を流出した昭和２３年９月のアイオン台風、昭和３８年６月の口太山の集中豪雨で

は、子どもを含む３人が濁流にのみ込まれ、死亡するなどの災害から５０年が過ぎ

ました。忘れたころに起こるのが災害です。そこで、次の細部２点について、当局

の考えを質します。 

 １、広瀬川の上流の高根川は、勾配の急な部分が改修されていなく、幅も狭く、

左右岸の樹木は大木化し河川を覆い、集中豪雨などで樹木が洗掘され、河川をふさ

ぐことになったら大変な二次災害が起こるのではないかと地域の方々が心配してお

ります。未改修河川の点検と必要な伐採や改修工事などを県、国に要望し、想定さ

れる災害を未然に防ぐべきと思うが。 

 細部２点目、数少ない砂防ダムは、土砂が満杯で砂防ダムの機能を果たしていな

いと思います。土砂と流木などが一度に流れれば、下流に大きな災害をもたらすこ

とが心配されます。ダムに堆積した土砂を取り除き、勾配の急な箇所に新たにダム

を設置するなど、対策が必要だと思うが、当局の考えを質します。 

 大きな２点目、有害鳥獣対策にもっと力を入れるべきではないか。 

 細部１点目、山木屋地区の線引き見直しも決まり、帰還に向けて除染やインフラ

整備など必要な環境の整備などを進めなければならないことは当然だと思いますが、

営農再開の障害になるのが有害鳥獣被害対策です。作付け期に集中的に押し寄せる

イノシシや猿などによる被害対策は、今の対策で良いと思っているのか。 

 細部２点目、現在、営農で生計を立てている方は、今後、このまま農業を続ける

べきか思案に苦しんでいるのが実態であります。電気柵以外にも補助金を出すべき

と思うが。大きくは２点、細部４点について、当局の考えを質します。以上です。 

○議長（佐藤喜三郎君） 当局の答弁を求めます。町長。 

○町長（古川道郎君） ９番 菅野正彦議員のご質問に答弁をいたします。 

はじめに、「豪雨等大雨の被害から町民の生活や命を守る防災対策は」の(1)「災害
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を未然に防止するためにも、未改修河川の点検と改修工事を国、県に要望すべきで

はないか」のご質問でございますが、近年の豪雨は、ごく狭い範囲に集中し、また、

短時間で一気に降る傾向があり、各地で大きな被害が報告されておりますことから、

当町でも、特に警戒をしているところであります。町内の１級河川は県の管理とな

っており、広瀬川上流の高根川につきましては、県が定期的に河川パトロールを実

施し、町では地域住民の皆様のご要望を随時県に伝え、説明を行っているところで

あります。町では災害を未然に防止するためにも、県に対して引き続き改修済の下

流部区間については、土砂撤去等の維持管理を要望するとともに、未改修の上流部

の区間については、しっかりと改修等を求めてまいる考えであります。 

 次に(2)「既存の砂防ダムは既に土砂が満杯で、その機能を十分に果たしていない。

砂防ダムに堆積した土砂を取り除き、勾配の急な所には新たな砂防ダムを設置する

などの対策が必要ではないか」のご質問でございますが、砂防ダムにつきましては

ご承知のとおり、荒廃した山地や渓流から流出する土砂を貯留することにより、下

流河川への流出土砂量を抑制し調節するほか、併せて土砂の貯留により渓流の勾配

を緩やかにして、渓流の浸食を防止し、災害を防止することを目的としたものであ

ります。高根川の砂防ダムにつきましては、一定量土砂が堆積し、上流部の勾配が

緩やかになったことから、土砂の流出量を減少させるとともに、浸食を防止してい

ると考えられ、十分にダムは機能していると思われますが、地域住民の皆様にとっ

ては、土砂を蓄える余裕があることが安心につながると考えられますので、町とい

たしましては、砂防ダムを管理する県と協議を行い、その対策について検討を進め

てまいる考えであります。 

 ２点目の「有害鳥獣対策にもっと力を入れるべき」の (1)「有害鳥獣による被害対
策は今のままで良いと思っているのか」についてのご質問でございますが、山木屋

地区においては、本年８月に区域の見直しが実施され、居住制限区域、避難指示解

除準備区域に指定されております。除染作業が終了した農地においては、耕作者や

国、県との連携を密にして、早期の営農再開に取り組んでまいりたいと考えており

ます。有害鳥獣対策につきましては、山木屋地区の営農再開に向け重要な課題と認

識しており、福島県営農再開支援事業の鳥獣被害防止緊急対策事業等を活用し、一

斉捕獲活動の実施や大規模侵入防止柵の整備を進めるとともに、捕獲隊の活動範囲

を山木屋地区にも拡大していただくなど、捕獲態勢の強化を図ってまいります。 

  次に(2)「電気牧柵以外にも補助金を出すべきではないか」についてのご質問で

ございますが、今年度は捕獲隊がより効率的に活動ができるよう、委託契約を締結

したうえで、出動態勢や罠の設置など取り組みの強化を図っております。また、耕

作者のご理解、ご協力により、本年８月末までの電気柵申請件数は、昨年比２倍の

４０件にのぼり、自衛体制が強化されたとともに、自衛意識も高まったと考えてお

ります。しかしながら、被害が拡大していることも事実であることから、今年度の

取り組みの成果等を参考にしながら、新たな補助についても総合的に検討を行い、

有害鳥獣対策を積極的に進めてまいる考えであります。以上で答弁といたします。 
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○議長（佐藤喜三郎君） 菅野正彦君。 

○９番（菅野正彦君） 大きな１点目ですが、今、高根川のその上流のほうを最近、町長

中のほうを見たことありますか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 議員の言っている上流のほうについては、見たことがございませ

ん。 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野正彦君。 

○９番（菅野正彦君） 私は地元から要望があって、昨日雨の中ではありましたが、地元

の方と一緒に現地を見てきたんですよ。実際、県の管理だからということで、一番県

と地元住民の間には、やはり地元の代弁者として国や県にもの申す立場にある町は、

やはり私が質問した、そのときから現地を確認したりなんだりする必要もあるのでは

ないかと私は思いますよ。そして、今河川の近くには、まあ高根川の例をとって私は

話をしているんですが、近くには耕地がほとんど少ないんですよ。畑や田んぼの周り

だったら自分で自己管理をして刈り払ったりなんだりということもできるんですが、

現在はほとんど耕作放棄地が多くて、そして、河川の近くには雑木ばっかりなんです

よ。昔だったら雑木でも薪になったり、なんだりということもあったんですが、今、

原発事故以来、そういう薪も炭焼きもほとんど今までやっていた方もできない。ある

いは薪なども特に今、一般農家は電気や灯油などを使ってほとんど薪なども使わなく

なったということで、全く自己管理が所有者はできないんですよ。そういうことから

含めると、やはり私は特に広瀬川の上流にある一番大きな河川であります。口太川の

集中豪雨のときには、藤根川のほうで３人の犠牲があったために、藤根川が集中的に

全面的に３面張りにも改修がされましたが、小綱木は浄水場のちょっと上手から下だ

けが３面張りになって、あそこから上には砂防ダムが１つか２つある程度であります。

そんな状態で、今の大木化した木が濁流とともに流出、流れることになれば、アイオ

ン台風時代にはほとんどの橋が木橋だった。そして、ピンヤも立っていた、真ん中に。

そういうことで、木橋が流れてくれたから、町の中が床下浸水とかなくて済んだかも

しれないが、これからの災害は永久橋が流れるよりは、あそこに来て大きな根っこな

どが橋につっかえて、ここで塞き止められたら、町の中は想定外の浸水事故になるの

ではないかと思って、その重要性を私は当局に質したい。更に答えを聞きたいと思い

ます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 建設水道課長。 

○建設水道課長（斎藤和弘君） 答弁申し上げます。 

 災害を未然に防止するためにも、町といたしましては、県の管理施設ということで

はございますが、現地を確認したうえ、県のほうに連絡調整を取りながら、適切に対

応してまいりたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野正彦君。 

○９番（菅野正彦君） 今言ったようなことから、これからの地域の河川の管理のあり方
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は、県任せでなくて、災害が起きる前に、そういう起こりそうな箇所、あるいは洗掘

されそうな箇所については、やっぱり住民の声があったら、そういうものに謙虚に耳

を傾けて、現地をつぶさに直接見るだけでなくて、県に来てもらって、そういう箇所

を点検し、そういう私は今、皆さんが農業離れをしているこの時期には、今までの管

理のあり方を検討し直す時期にきていると思うが、当局の考えをもう一度確認させて

いただきます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 建設水道課長。 

○建設水道課長（斎藤和弘君） 答弁いたします。 

 議員の質問の趣旨に反しないように、私どもも一生懸命現地のほうを確認いたしま

して、対応したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野正彦君。 

○９番（菅野正彦君） もう１つ、細部２点目ですが、砂防ダムの機能は十分果たしてい

ると。確かに堆積した分は果たしたんですよ。世が世であれば、前の建設省あたりの

考え方だと、その堆積した土砂を取り除くのも１つの防災対策だということで、そう

いうことを言った時代もありましたが、ダムからは何メートルかは勾配緩いです。平

らなくらいになっています。だけど、そこから上は元の勾配と全然変わっていないん

ですよ。そういうことから言うと、やはり口太山の集中豪雨のような、あるいはアイ

オン台風のようなことがあったら、今まで洗掘されたことのないとこも洗掘されると。

今の写真なんかは、こういう石の上に根っこがちょこっと乗っているだけなんですよ。

その石１つ転べば、ぐらっとこうなるような場所もあるんですよ。そういうことから

して、やはりよく現地を確認のうえ、必要な対策を取っていただきたいということで

１つ目の質問のほうについては終わって、大きな２点目について、有害鳥獣被害対策

にもっと力を。今の対策で良いのかということで、私は当局の考えを質したわけです

が、今、狩猟免許所持者は川俣町に何人くらいいて、捕獲隊員は何名、私の聞いた話

では今、捕獲隊員は３１名と聞いていますが、その辺どうなんですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 産業課長。 

○産業課長（沢井一雄君） 質問にお答えいたします。 

 捕獲隊の人数ということでございますけれども、今現在、３１名で間違いございま

せん。あと狩猟免許のそれの詳細につきましては、申し訳ございません、まだ確認を

しておりません。 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） それではここで休憩いたします。再開は３時４０分といたしま

す。 （午後３時２４分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 再開いたします。 （午後３時４０分） 

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野正彦議員の一般質問を続けます。菅野正彦君。 
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○９番（菅野正彦君） 捕獲隊員は、現在３１名ということで、狩猟免許所持者について

は分からないということでありますが、年々今、狩猟に魅力がなくなって、免許は持

ってても狩猟許可を更新しない方が結構多くおります。これは年取ったばかりでなく

て、やはり免許の狩猟許可の更新時期には、鉄砲所持者だと３万いくらか、あるいは

罠猟の方で２万なんぼ税金を含めて諸経費がかかります。それらがかからなければ、

そのまま免許狩猟とか取るということもあるんですが、それが魅力がないうえに、そ

ういうものの負担がかなりこたえるということで、狩猟許可を更新しない方がおりま

す。それで、当局に確認したいんですが、日本の税制の１つであります都道府県に課

せられている地方税でありますが、町が捕獲隊員を対象鳥獣捕獲委員に認定すれば、

鉄砲の免許の方で１万６,５００円の税金が８,２００円に、あるいは罠猟の方で、８,

２００円が４,１００円になる。そういう優遇制度があるんですが、それらについて

当町の取り組みを聞きたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 産業課長。 

○産業課長（沢井一雄君） ただいまの質問と申し訳ございません。前の質問について先

にお答えしたいと思います。 

 先ほど３１名の隊員と申し上げましたけれども、それで、罠と銃を持っている方が

１９名で、銃のみの方が１０人ですので、銃のほうの許可は全員持っているというこ

とでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、有害鳥獣捕獲隊から要するに自治体というものにひとつ変更すること

によりまして、税制の優遇を受けられることに対して、町の取り組みの質問でござい

ますが、これに関しましては、１９年のときに制定された法律と伺っておりますので、

町として、その当時に協議をなされまして、自治体としての１つの格上げというもの

の問題点につきまして、町のほうでも議論いたしました、捕獲隊の方々と。結果とい

たしましては、この自治体というのは、あくまでも町の非常勤公務員という形にして

勤務しなくてはなりません。それで、どうしても実数日数と、そういったもののうえ

に問題がございまして、なかなか自治体という形のほうへの移行が難しかったという

ことで今現在に至っている経過でございますので、一応そういう形で、町としては一

応検討いたしましたけれども、なかなか自治体という形での制度での整備をして進む

という方向にはならなかったということでございますので、ご理解を賜りたいと思い

ます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野正彦君。 

○９番（菅野正彦君） 非常勤としなければならないとか、そういういろんな町のそうい

う条例を制定して、それはやらなければならないことは私も承知はしておりますが、

近隣の市で、そういうことの取り組みをきちっと条例化して、ここには福島市の条例

があるんですが、ここには被害防止施策の実施に積極的に取り組むことが見込まれる

もののうちから市長が任命すると。前項第２号の隊員は、特別職で非常勤の職員とす

るというようなことであります。しかし、今の有害鳥獣の被害を見れば、いろんな意

味で半分常勤のような形でやらなければ、本当に適切に猿の対策やイノシシの対策は
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私はできないと思うんですが、どうですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 産業課長。 

○産業課長（沢井一雄君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 ご指摘のとおりでございまして、確かに常勤という形は非常に大切な状況でござい

ます。今回、答弁書のほうにも記してありますとおりに、新たに委託契約という形で、

隊員自体の活動範囲、活動回数、活動の内容というものを非常にある程度隊員の中に

常勤まではいきませんけれども、それに近い形で捕獲総数を上げていただきたいとい

うことで、今回、今年度新たな取り組みをやっております。今現在におきましても、

イノシシ頭数においては、昨年度に比べて３倍、ただ、被害報告も２倍に上っている

のも確かでございます。ですから、今年度のやはりこういった委託という形で新たな

取り組みを見てみまして、それで足りなければ、更に今おっしゃられるような形での

取り組みというものも検討し、総合的に更に強化をしてまいりたいと思っております

ので、よろしくご理解のほどを賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野正彦君。 

○９番（菅野正彦君） よろしく頼むぞい、本当に。みんな本当に頼みの綱はやっぱり町

の取る行政にかかっております。そして、やはり捕獲隊員はそれぞれ自分の職業を持

っております。猿が出たから、まあ大体イノシシはみんなの目にとまるようなときに

出てくるのは数少ないんですが、猿は大体日中きり出ませんので、やはり一生懸命自

分の作った野菜や田んぼを守ろうとして、やっぱり土地の所有者は一生懸命やはり追

い払おうとします。電話はしても、片方で追い払おうとするんだから、行ったころは

猿なんてそこにいないわけですよ。だから、本当の捕獲はできないの。やはりあの今

の山木屋のパトロールをやっているのと同じで、頭にランプを付けて、すぐ捕獲隊員

がそばに飛んでこれるような、そういう態勢をやはり１台か２台の車は常に準備して、

やはりやっておかないとだめだと思います。大柴のほうに出たから、福田のほうに出

たからと言ったって、そんなに自分の仕事を投げて、それをできないと思うので、そ

の辺もきちっとやっていただきたい。時間がないので、私も１人で最後までやってし

まうわけにもいかないので、私はそんなに時間をかけるのが目的でないから。 

 最後の電気柵の件について、ちょっとお伺いします。電気柵が一番有効な手段だと

思いますが、イノシシや猿の天敵であるオオカミの尿が有効だということで、そうい

うものを売っていると。そういうものを高価な値段で取り寄せて使っていたり、ある

いは農協あたりで扱っている「イノシシ寄らず」なんていうのも、反当たり大体５,

０００円から６,０００円かかるんですが、そういうものもなんとか補助対象にして

もらえないかというようなことがあります。それらについてちょっとお伺いします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 産業課長。 

○産業課長（沢井一雄君） ただいまの柵以外のものに対しまして、また、液体的なもの

ですね、要はイノシシの嫌いな刺激臭の強いようなもので対策する。そういったもの

に対しての補助対象をという形でのご質問かと思いますけれども、それに関しまして

も、やはりそれも含めまして電気柵だけでは不足点がございますれば、やはりそうい
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ったものも広く私たちのほうの見地としては入れていき、町対象として入れていけれ

ば、そういったものも対象として考えてはまいりたいと思いますので、ただ、これは

今後の検討課題とさせていただきたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野正彦君。 

○９番（菅野正彦君） 電気柵の補助についてですが、電気柵は個人でなくて共同で購入

したものも補助対象になるんですか。共同で設置したものは、どうですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 産業課長。 

○産業課長（沢井一雄君） 質問に対してお答えいたします。 

 共同ということでございますけれども、基本的には共同でやっていただいて効果を

出すということが一番最大だと思います。それは総枠の中、あくまでも事業費に対し

て３分の１で１５万円の打ち切りということですので、最大で５万円という形になり

ます。ですから、その予算の補助対象の内容に合わせまして、共同でやる場合は町の

ほうにご相談をいただきまして、きちっとした対応は、その形で取ります。ですから、

共同であれなんであれ、個人であれ、内訳として分けさせていただければ補助対象に

は全部できますので、そういったものの事例に関しましては、直接産業課のほうにご

相談をいただきまして、適切な対応をしてまいりたいと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野正彦君。 

○９番（菅野正彦君） 福島県の営農再開支援事業の中では、そういう有害鳥獣駆除対策

については、３戸以上での電気柵設置等、そういうものを推進しているんですよ。そ

うすると、それは隣の市は特に川下の方に行ってみますと分かるんですが、あの辺ず

らっと電気柵が共同で設置されているんですよ。やはり効率が良いのは、共同でやる

のが一番効率が良いんだと思います。そういうやはり制度的なものにもっと積極的に

取り組んで、川俣町もやはり自分の土地は自分で守ることでなくて、地域ぐるみで取

り組んで、農家の安定的な生活を守るようにしなければならないと思います。それに

対してどう考えますか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 産業課長。 

○産業課長（沢井一雄君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 前にも述べましたとおりに、町で持っておりますのは３分の１という１つの政策の

補助でございます。ですから、これは個々の集団という考え方ができれば、地域の

方々、多くの方々今言ったようにやっていただいて、事業効果を出していただくとい

うことが最良かと思っておりますので、そういう形でも町としてはきちんと検討して

対応してまいりたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 菅野正彦君。 

○９番（菅野正彦君） あのね、特にこれから山木屋地区が営農再開するときは、山木屋

全体を１つのとか、何ブロックかに分けて、有害鳥獣対策を電気柵などでやるような

ことを考えなければ、本当に戻って営農再開なんてできませんよ。そういうことを今、

福島市やあの隣の伊達市あたりが取り組んでて、山木屋でせいせいと繁殖して、今、
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小綱木や飯坂や小島やこういうところで、集中的に攻撃を受けているわけですから、

今、それをきちっとした形で対策を講じていないと、それが全部山木屋に戻っていく

ような格好になったら、これは大変なことになりますので、きちっとした形でやるこ

とを最後に答弁お願いいたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 産業課長。 

○産業課長（沢井一雄君） ご質問にお答えいたします。 

 答弁書の方でも述べておりますように、福島県の営農再開支援事業の中にあります

鳥獣被害防止緊急対策でございます。これは補助率としての定額で２分の１という形

で行っております。その中にも今言ったとおりに、捕獲隊と何かが未整備な場合にお

きましては、プロのハンター等を雇いまして一斉に捕獲活動をやる。あるいは大規模

侵入防止のための柵の整備をする。そういうものに対して補助金を出すというきちっ

とした制度になっておりますので、議員ご指摘のとおり、今後、除染が進み、営農再

開をするための耕地等の整備が進めば、そういったものに対してはこういったものを

使いながら、積極的に駆除対策を進めてまいりたい。鳥獣被害に対する対策を進めて

まいりたいと思いますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 以上で９番議員 菅野正彦君の一般は終了いたしました。 

 続いて、１４番議員 遠藤宗弘君の登壇を求めます。遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） １４番 遠藤宗弘でございます。私は、日本共産党や共産党後

援会に寄せられた町民の声の中から、大きく３点について当局の考え方を質してまい

りたいと思います。 

 今、安倍自公政権は、国民の声を無視して暴走しているというのが鮮明になってき

ているのではないかと思います。消費税増税、集団的自衛権の行使容認、ＴＰＰへの

参加、原発再稼働など、どれを取っても国民の過半数が反対しているものを小選挙区

制という、４割の得票で７割の議席を占めるという虚構の国会の多数をかさに強行し

ようと暴走しています。これから特に注意しなければならないのは、いわゆる東京オ

リンピック２０２０年実施が決まったことで、マスコミなどがオリンピックムードで

高める中、国民の声を、目を集めているうちに、悪法がどんどん通過させられるとい

うことに注意をしていかなければならないのではないかと感じているところでありま

す。 

 さて、第１点目の問題でありますが、原発の汚染水流出についてであります。東京

電力福島第一原子力発電所で、新たに３００トンもの汚染水漏れが発覚し、一部は海

に流れ出した可能性もあり、県民に衝撃を与えている。このことを受け、原子力規制

委員会は、事故の国際評価尺度を１から３相当へと引き上げています。今回、漏洩し

た鉄製のタンクは、事故直後、建屋地下の大量の汚染水を収容するために急ごしらえ

で設備したものであり、耐久性の不足が指摘されており、同じ型のタンクが敷地内に

約３５０基ある。相次いで発覚した地下水の汚染漏洩に続く今回の事態が、原発事故

の危機的な事態を浮き彫りにしているわけであります。更に、韓国が本県を含む８県

の水産物の全面輸入禁止を発表しているわけであります。こういう中で、安倍内閣は、
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オリンピックを誘致するために、東京は安心なのだというコメントを出しています。

じゃ、福島県は危険なのか、このことについては何ら答えようとしていないわけであ

ります。いまだに政府はこのように、非常に危険度を高めておきながら、収束宣言を

取り消さない。福島原発は収束したんだという、政府のこの方針を変更しようとしな

い。これでは、町民が安心して帰還など進められないのではないかと考えるわけであ

ります。ますます町民の精神的負担は増すばかりです。町民の賠償を求めていくべき

だと考えているわけであります。政府の収束宣言を撤回し、政府の責任で廃炉作業を

進めるよう求めるべきだと考えますが、町長の考え方を質しておきたいと思うわけで

あります。 

 ２つ目の問題は、税金の正しい使い方の問題にかかわってこようかと思うわけであ

ります。寺久保７７番地は、何に使うのかということであります。県の繊維試験場跡

地で、森林組合やセレプかえでが使用していたわけでありますが、建物は解体して整

地されているが、町として何に使うのか。利用目的もないのに、借地を続けている、

借地料を支払ったりしているということは、財政運営上、これが正しいのかどうなの

か。また、慌てて今度の補正予算から削ったようでありますが、遺跡調査をするなど

という、正に何に使うのかも分からないところを遺跡調査するということまで検討さ

れていたようであります。税金の使い方に問題がないのかどうかを質したいわけであ

ります。使用目的のない土地は、やはり返還するというのが、町の税金を正しく使う

道筋ではないかと考えるわけであります。仮にこれぐらいの土地が必要なんだという

ことであれば、今現在、例えば福祉センターを取り壊した跡地はさら地になったまま

でありますし、バイパスの１１４号の隣にある済生会に無料で駐車場として貸し付け

ている土地もあるわけです。土地が必要だとするんであれば、このような土地をまず、

最初に有効活用するという立場になぜ立てないのか。この辺の問題について、町当局

の考えを質しておきたいと思うわけであります。 

 ３つ目の問題は、学力テストの結果と本町の課題という問題であります。私は、ペ

ーパーテストだけが教育だとは考えておりません。しかし、小中学校での基礎教育は、

正に大切だと考えていますが、本県の学力テストの結果は、中学の算数、数学で４４

位との結果を受け、県教育委員会は、知識、技能の確実な定着と、それらを活用して

課題を解消する力の育成が必要だなどと、まるで他人事のような言い方を、コメント

を出しているわけであります。正に本県は震災や原発事故などの中での大変な教育の

環境の中でのこういう結果なのではないかと私は思うわけでありますが、これらの件

について、県がどう思おうとそれは構わないわけですが、当町としてのこれらについ

ての考え方を質しておきたいと思う次第であります。 

 以上、３点について私の一般質問を終わります。 

○議長（佐藤喜三郎君） 当局の答弁を求めます。町長。 

○町長（古川道郎君） １４番 遠藤宗弘議員の質問に答弁をいたします。 

 「原発の汚染水流出について」の「東京電力福島第一原子力発電所で相次いで発覚

した汚染水の漏えいは、原発事故の危機的な事態を浮き彫りにしている。これでは町
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当局も安心して帰郷を認められないし、町民の精神的負担も増すばかりである。政府

の責任で廃炉作業を進めるよう求めるべきではないか」のご質問でございますが、今

般の汚染水の漏えいにつきましては、去る８月１９日にパトロール中の東京電力社員

が汚染水を貯蔵するタンク周辺に水たまりを発見したことに始まり、翌日の２０日に

は、タンクの水位低下を踏まえ、約３００立米の流出があったとしております。東京

電力では汚染拡大防止策として、漏えいエリア周辺の土壌調査及び汚染土壌の回収に

加え、海洋へ通じる排水溝海側のモニタリングの強化を行うこととしており、漏えい

したタンク内にあった汚染水については、２１日に移設を完了したとしております。

更に、２２日にはタンク回りの堰の汚染状況を確認したうえで、エリア外部の土のう

へ盛土や遮水シートを追加設置したほか、２３日からは汚染土壌の回収を開始したと

しております。しかしながら、汚染水の海洋への流出にとどまらず、更には地下水ま

で到達した可能性があると判明したことから、極めて東京電力においては、汚染水や

タンク周辺をはじめ、その管理体制がずさんであったと言わざるを得ないと考えてお

ります。この汚染水の問題は、国が東京電力に任せきりで責任ある対応を取っていな

かったことも要因の１つではないかと思うところであります。既に東京電力だけの対

応だけでは収束が困難な状況であることから、国が前面に立って、国の責務として汚

染水処理を行うことが必要であると考えております。廃炉作業につきましても、汚染

水の問題と同様、東京電力だけの対応では進展が見込まれないため、国が前面に立ち、

国の責任で一日も早く廃炉作業を進めるよう、県等と連携しながら、国に対し強く求

めてまいる考えであります。 

 次に、２点目、「寺久保７７番地は何に使うのか」の「旧福島県繊維工業試験場跡

地は何に使うつもりなのか。利用目的もないのに借地料を支払ったり、遺跡調査をす

るのは、税金の使い方に問題はないのか。使用目的のない土地は地主に返還すべきで

はないか」についてのご質問でございますが、旧福島県繊維工業試験場につきまして

は、昭和４７年９月に福島県から建物の譲渡を受けて以来、その敷地は土地所有者か

ら継続してお借りしながら、福祉団体等の施設などとして活用してまいりましたが、

東日本大震災による被災により、安全に使用することが困難となったため、災害等廃

棄物処理事業費国庫補助金の活用などにより、平成２４年１２月にはすべての建物等

を解体したところであります。当該跡地利用につきましては、敷地面積が広いことか

ら、震災復興関係の利活用として、子育て環境整備に向けた遊具や屋内運動施設の設

置、又は民間による活用も視野に入れた住宅地供給の誘導などを検討してきたところ

でございますが、当該敷地は、川俣代官所跡の埋蔵文化財包蔵地としても指定を受け

ております。遺跡調査には、所要の経費や相当の期間を要することが見込まれる一方、

震災復興関係の利活用として様々な検討を重ねた中でも、有効な活用策が見いだせな

いことから、現在、土地所有者と賃貸借契約の解除に向けたお話をさせていただいて

おります。当該跡地については、長期にわたり町がお借りしていたことも踏まえ、所

有者との協議においては丁寧に状況を説明し、また、確認をしながら進めるとともに、

解約に当たっては、原状復帰として整地等を要することも想定され、今後、所要の予
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算確保等が必要になると思われますので、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

 以上で答弁といたします。

○議長（佐藤喜三郎君） 教育長。

○教育長（神田 紀君） １４番 遠藤宗弘議員のご質問にご答弁を申し上げます。

 ３点目、「学力テストの結果と本町の課題は」について、「震災、原発事故という大

変な状況の中で、学習の取り組みはどのように進めていくべきと考えているのか」と

のご質問でございますが、文部科学省は、平成１９年度より全国学力・学習状況実態

調査を国策として開始いたし、本年度も去る４月２４日に全国一斉に学力調査を実施

いたしたところであります。本調査の目的は３点ございまして、その１つは、義務教

育の機会均等と教育水準の維持向上に資すること。２つには、都道府県及び市町村教

育委員会並びに各小・中学校が進めております教育施策についての成果と課題を検証

し、その改善に資すること。そして３つには、各学校が児童生徒の学力や学習状況を

把握し、教育指導の改善に資することの３つの目標達成を目指し、実施するものであ

ります。議員ご指摘のとおり、本町の幼児、児童生徒は平成２３年３月に発生いたし

ました震災並びに原発事故等によりまして、放射能汚染という、これまでに経験した

ことのない命と健康にかかわる恐怖と脅威にさらされるという、極めて深刻な状況下

にありました。このように放射能汚染という非常時におきまして、町教育委員会が緊

急に取り組んだ対応は、子どもの命と健康を守ることと同時に、子どもの学習権を堅

持することでありました。このことを実現するためには、事故以前の教育環境を早急

に取り戻すことであり、そのために教育施設等の除染をはじめ、内部、外部放射能検

査を実施するなど、ありとあらゆる方策を講じまして、子どもの健康被害への影響を

判断することを最優先課題といたしてまいりました。同時に、義務教育の目的につき

ましては、教育基本法並びに学校教育法に規定されておりますとおり、「国及び社会

の形成者として必要な基本的な資質を養うこと」と定められておりますので、町教育

委員会といたしましては、いかに厳しい被災状況下におきましても、法に定められた

範囲において、本町で学ぶすべての児童、生徒に対し、平等にしかも適切かつ効果的

に教育を展開する義務がございますので、学習指導要領に示された学習内容がしっか

りと習得できるよう授業の充実に鋭意努めてまいりました。議員ご質問の原発事故と

いう状況の中で、学習の取り組みはどのように進めるべきかとのお質しでございます

が、学校教育推進上、最も重視しておりますことは、放射線被ばくから子どもの健康

被害を守る教育を進めること。更に、運動不足とならないよう、体位、体力の向上を

図ること。そして学力の向上のための授業の充実等であります。また、避難している

山木屋小中学校の児童生徒に対しましては、ふるさとを愛する心を育てるための郷土

教育の充実が求められております。これらの課題を解決するために、平成２４年度か

ら小学校の運動会や学校プールの開放、更に、町小学校児童水泳競技大会の再開並び

に自然体験学習の充実など、事故発生以前の学校教育の姿を取り戻すために鋭意取り

組んできたところであります。また、放射線教育をすべての小中学校で実施すること

とし、教育委員会の事業であります「かわまた教育推進プラン」土曜学習プランは、
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本年６月より町内の５施設で再開をいたしたところであります。今後とも現在、町が

置かれております環境をしっかりと見据え、知育・徳育・体育の調和の取れた教育の

推進に努めてまいりますので、ご理解を賜りたいと存じます。以上で答弁といたしま

す。

○議長（佐藤喜三郎君） 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） 原発の汚染水流出の問題なんですが、これは全く素人でも簡単

に分かるようなことを東電はやっていなかったということが判明したわけですよ。例

えばあれほどのタンクがあって、なぜ汚染水をタンクに確保しておいたのか。放射線

を遮断するために確保していたにもかかわらず、あのタンクの見回りは目視でやって

いたと。線量は測らないままに点検にあたっていたということが明らかになったわけ

ですよね。だから、東京電力は本気になって被害を拡大することを止めようという姿

勢は全然ないんだと言わざるを得ないと思うんですね。そして、安上がりだからとい

って、溶接できちっと造ったタンクを使うのではなくて、ねじ止めのタンクを使う。

結果的には、ねじ止めのためにシールが劣化して漏れてくるということ。これはね

我々素人でも考えられることを防止しなかったということで起こってきているわけで

すよね。結局それに対して、政府は何ら指導もしなければ手だても打たない、東電任

せだというだけで処理していたということが大きな原因なわけでしょう。だから、当

然、海にも汚染水は流れ出るし、周辺の国々では、日本の周辺の魚は食えないんだと

いうことから、韓国などは東北といわゆる８県の魚介類の輸入を禁止するということ

になってきているわけですね。だけども、その危機意識が、政府のトップである安倍

総理そのものが持ってないんですよね。脳天気でオリンピックで何と言ったかという

と、東京は安全だと。あの地域内に全部封じ込めてあるから安全だと。封じ込めてな

んかいないでしょう、どんどん流れているということがはっきりしているわけだから。

ああいう公式の場でも平気でうそをついているというのは、日本の総理大臣ですよね。

封じ込めているわけないでしょうが。海に流れていることがはっきりしているんだか

ら。我々素人でも、そういう反論できるようなことを公式の場で平気でやっている。

政府も本気で原発の廃炉に取り組んでないという姿が明らかになってきたんですよね、

このことで。なぜや原発を再稼働をしたい、原発を輸出したい。そのためには収束宣

言というのは外せないんだという立場からだけなんです。本来、こんなひどい事故が

続いているならば、収束宣言などというのは撤回して、本気になった廃炉作業に打っ

て出なければならない。このことについては、町長自身が事故調査の一員として参加

したわけですから、しっかりとつかんでおられると思うんですよ。そういう立場から

県を通じてなどと言っているのではなしに、国にもきちんと町として申し入れをして

いただかなければ、安心して帰還などというのは考えられないでしょう。その点につ

いてお尋ねしたいと思うんです。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） １４番 遠藤宗弘議員の質問に答弁いたします。 

 この汚染水の漏えい問題は、本当にとんでもない事故であると思っております。と



- 83 - 

申し上げますのは、前にはタンクをつなぐ管がですね、チガイやなんかで刺されて、

結果はそういうことで漏れたということがあったわけであります。議員の皆さん方と

私も発電所を見させていただきましたが、あのときもあのタンクが並んでおったわけ

であります。海側に向かえば右側のほうでありますけれども、そのタンクをつなぐホ

ースの長さ、累計すれば７メートルになるんじゃないかと思いまして、東京電力、町

のほうに報告に来ますけども、私そのつど夏、冬、劣化していくホースの件について、

これは何度も申し上げてきました。それは原子力の内部の発電所の機械だけじゃなく

て、そういった汚染水のタンクの処理がしっかりしていかないと貯まる一方じゃない

ですかということを言ってきたんでありますけれども、一向にその後は貯まる一方で

ありました。この度今度はそのタンクが劣化してですね、今、ねじの問題がありまし

たけど、それも私はやっぱり管理不十分であるし、その機械関係も含めた専門家が東

京電力として配置をしていないんじゃないかという質しも電力にはしてきた経過がご

ざいます。今回このようなことで世界を騒がしているわけでありますが、私どもにと

りましては、収束宣言はしたということについては認めないということを言ってきて

おります。それは今回のようなことが発生したことにもつながっているわけでありま

す。今回、安倍総理大臣が東京オリンピック誘致を前にして、この福島、日本は安全

だというようなためにも、国としてしっかり対応するというようなことで、今度対策

本部を復興大臣と環境大臣を本部長にいたしまして、この汚染水の対策本部を立ち上

げたところでございます。そんなことで、国も私は国はしっかりと前面に立ってこの

対策を立てていくべきだということは申し上げてきておりますが、そういった意味で

はひとつ前進したのかなと思いますけれども、しかし、現場に入って進めて行く人材

登用については、我々見た目でもまだまだ東電任せの面があると。東電にしたって、

原子力メーカー任せのところがるんじゃないかと。そんな思いで見ております。した

がいまして、私といたしましては、この廃炉に向けたいろんな汚染水問題も含め、ま

た、デブリの取り出しから原子炉内の対策も含めてですね、これは本当に専門家集団

を作って、国が責任をもってやっていくべきだというようなことを申し上げている状

況でございます。今般、総理大臣がオリンピックで言ったことは、私は国が責任を持

ってやると言っていますから、２０２０年の東京開催であります。ですから、それま

で私はしっかりとこの原発事故の収束に向けた取り組みが明確になって、国民に当然、

我々被災を受けている福島県民に対して、この動きが明確なることにつながるものだ

ということも思いまして、１つは、世界で発表したわけでありますから、１つは、あ

る意味では前進したのかなという思いも持ったところでございます。しかし、それは

なぜかというと、世界の場で言っておるわけです。外国からのマスコミを含めた質問

が多く出された中での発言でありますから、これは重いものがあると思いますので、

安倍総理大臣自身としても、この福島の復興なくして、日本の再生はないんだと言っ

ておりますから、それを今回のオリンピックでは、また、再度確認する意味でも発言

されたと思いますし、今まで以上に重いものがあると思っております。そんなことも

含めながら、これからもですね、今もそうでありますけども、国のほうには責任をも
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って、国も関与して、この原子力発電所の廃炉に向けた取り組みはすべきだというこ

とは強く申し上げていく考えでおります。廃炉は、普通営業している原子炉を止めて

やめるわけではないんであります。事故が発生してやめるわけでありますから、今も

って中に入れないわけですね。いろんなロボットやなんかとやっておりますけれども、

それもなかなか動けない状態で、何度も失敗をしております。ですから、これは本当

に国を挙げてのことでないと、私はなかなか解決、または対策について、具体的にい

かないんじゃないかと思って、今、ご質問にありますように、国を挙げて取り組むと

いうようなことの申し入れをしております。また、汚染水問題でもありますけれども、

これらについても、それを早く除染する、汚染水をということを立ち上げるべきだと

いうことを言っておりますけども、６２の核種があるんだそうでありますが、その中

でストロンチウム、トリチウムということですね。トリチウムという物質が水と一体

になっているんだそうでありまして、そのことが取れないというようなことを報告な

ども受けております。しかし、それで取れないからといって貯める一方であります。

貯めてあそこに置けなくなったら、どこに持っていくのか。それを考えますときに本

当に恐ろしい話でありますので、やっぱりそういった化学的な面での研究、そういっ

た人材もしっかりと育てるなり、海外からもいただくなりしながらやっていくべきだ

というようなことも申し上げているところでございますので、本当に今回の汚染水問

題はその汚染水だけじゃなくて、原子炉の廃炉に向けた動きについて、また、新たな

課題を提供したところでありますから、早急にその対策を立てて進めることを更にま

た、強く申し上げていく考えでおりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） 汚染水問題については、これはもちろん政府にきっちりと言っ

てもらわなくちゃならないし、あとこの政府がね責任をもって対応するんだと言って

も、これは１つは、もちろん政府がやるのは当たり前ですよ。だけども、政府は税金

で賄うというだけではだめなんですね。だから、いわゆる原子力村に参加してもうけ

を得ていた集団に、必要な財政支出をさせるという、そこまでやらないと、国民の金

でだけで原子炉の下は全部凍結するんですなんか言っているようですが、あんな膨大

な凍結装置をやったらば、維持費ばっかりで大変ですよ。だからこれは原子力村が、

やっぱりよってたかって儲けていた、この連中にやっぱり必要な金は出させるんだと

いう姿勢を言っていかないと、国民の税金ですべて賄うなどということは、とんでも

ない話だと私は思っているんですよ。その点については、町長どう考えますか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 原子力発電所については、単に東京電力だけの件ではないと思っ

ております。事故は東京電力が発生したわけでありますが、そのほかの電力会社も原

子力発電所を持っておりますから、当然、今回の事故に伴います復旧、そしてまた、

廃炉に向けた取り組みについては、各電力会社も一体となって、関係者一体となって

この対策を立てるべきだと思いますし、その一体的なものは人も含め、基金も含めな

がらやるのが当然だと思っております。 
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○議長（佐藤喜三郎君） 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） いわゆる今、東電がやっているでたらめさというのは、ますま

す全世界に理解されてきているんですよね。そういうでたらめな対策を取っている東

京電力、これはね周りで見ていたらば、精神的な負担は大変ですよ。まして川俣町と

いうのは、川俣より先は原発近くで住んでいる人はいないわけですから、一番最前線

に住んでいるわけですから。川俣の町民ね、私のところにその後、２～３通やっぱり

匿名の手紙が舞い込んでいるんですが、多くの方は何かというと、精神的負担をやは

りきちっと東電に町が中心になって求めてくれと、このことを是非実現するように町

長に訴えてくれという手紙が２～３通やっぱり今月に入って入っているんですよね。

この点についてやはり町長はひとつきちんと住民の精神的負担を賄うだけの損害賠償

を東電に請求するための手だてを打っていく必要があるんじゃないかと思うんですよ。

浪江あたりは、きちんと町長が住民からちゃんと委託を受けて、先頭に立って、東電

に損害賠償を請求しているわけですから、浪江がやったら、今度は川俣がやらなくち

ゃならないのは当たり前ですよ。その点についてお尋ねしておきたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 東京電力のほうへの精神的負担の件につきましては、先に町民の

皆さんに１人１万円の見舞金を出しているんでありますが、そのことについて、現在、

東京電力のほうに請求行為を行っております。そのことも含めて、町といたしまして

は、それが具体的になるよう、東京電力に強くまた申し入れをしながら今、進めてい

るところでございます。今、議員お質しの全部の町民の代表ということについての町

長が頭になってやるということについては、現在のところ考えてはおりません。 

○議長（佐藤喜三郎君） 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） 町長は、これは民対民だとこう言っているんですが、あのでた

らめな東電相手にね、民間人がまともに戦えると思いますか。多くの方は例えば家庭

菜園を作って、これが食われるか食われないかいちいち検査しなければ食われないん

だと。こういう損害はどうやればいいんだいと言ってくるんですよ、いっぱい皆さん

は。じいちゃんが一生懸命作っている。若い者は食ってくれない。お願いだから、お

らいの野菜を持っていって食ってくれないかという年配者がたくさんいるんですよ。

こういう精神的負担をね、あのでたらめな東電に個人個人で請求しなさいと町長は言

うんですか。それはできないでしょう。大体東電は相手にしないですよ。だから、町

が中心になって、全町民の損害をきちんと東電に損害賠償を求める先端になるべきだ

と私は言っているんですが、それはいまだにやはり町長としては、これは民間対民間

だから、町民が勝手にやれという態度なのかどうなのか、その辺だけ明確にその点だ

け。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） ただいま答弁申し上げましたが、東京電力については、町民の１

万円をお見舞い申し上げました１億４,０００万いくらかの請求を今やっているとこ

ろでございます。今、お質しの点につきましては、これは町が代表してやるというよ
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うな立場に立てないということを申し上げました。また、もう１点でありますけれど

も、町民の皆さん方のいろんなそういう賠償も含めた件については、役場で相談窓口

も作るべきだということを言われておりますので、そういった弁護士の手配について

はやっておりまして、過日は、山木屋の説明会を開催したんでありますが、相談窓口

だけは明確に町のほうで取ってやっていくことを今進めておりますので、ひとつやっ

ていく考えでおりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） 山木屋だけが被災者ではないんですよね。全町民が被災者なん

ですよ。その立場にやっぱり立ってもらいたいと私は思います。 

 まあ時間がなくなるので、次の問題に入りますが、いわゆる寺久保７７番地は何に

使うのかということについては、答弁の中でも明確には出ていないんですね。何に使

うのか分からない土地を遺跡調査やるだのなんだのということは、町の財政執行上、

可能なのかどうなのか、その辺について私は聞きたい。 

○議長（佐藤喜三郎君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（佐藤真寿夫君） 質問に答弁をいたします。 

 使用目的がない遺跡調査というご指摘でしたけれども、この土地につきましては、

特に昭和４７年の９月から４１年間にわたりまして、その建物を県から譲渡していた

だいた以降、底地ということで長年にわたりまして町がお借りしてきた経緯がござい

ます。建物については森林組合の事務所とか授産施設、倉庫などに使用してきたとこ

ろでございますけれども、建物を解体したことにより、さら地となりましたので、先

ほどの町長の答弁にもございましたが、利活用の検討の結果、使う方策が決定を見て

おりませんので、そういった賃貸借の契約解除の協議をさせていただいているという

ことでございます。以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） 私はそういうごちょごちょ聞いているんではないんだ。その利

用目的のないところに町の財政を使うということが可能なのかどうなのかということ

を聞いているんですよ。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） 町の予算、財政の執行等については、目的に従ってやっていくわ

けでありますから、ないものに予算を使うということはできません。 

○議長（佐藤喜三郎君） 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） だから、そうすると、撤回はしたようですがね。補正予算で出

したという、そういう無責任な提案というのは、やっぱりあってはならないものだと

私は思うんです。それで、そういう土地を必要だとするならね、今、遊んでいる町有

地あるわけでしょう、いっぱい。ただで貸している土地があったり、あと何にも使っ

ていない土地あるわけですよ。福祉センターの跡地などというのは、これ予算組んで

なかなか解体しなくて、再三私が督促して、やっと解体して、今、さら地になってい

ますよね。ああいう土地を本当に、あれは町有地ですから、ああいう土地こそ活用す
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べきなんじゃないかと思うんですよね。本当に土地が必要だと言うんだったらば、何

も済生会にただで駐車場として貸しておく義理はないんですよね、川俣町は。だから、

そういうところをやはり活用するという立場に立てば、町有地はなんぼでも活用でき

ると思うんですが、そういう財産運用ということについてはお考えにはなっておられ

ないんですか。 

○議長（佐藤喜三郎君） 町長。 

○町長（古川道郎君） １４番 遠藤宗弘議員の質問に答弁をいたします。 

 町のほうの財政状況、また、財政運用上は、ある土地は有効に活用していくのが原

則だと思います。借地をし、後年の負担がどんどん増えていくようでは、財政上の計

画上も大変厳しくなってくるわけでありますから、議員お質しのように土地の有効活

用については、まず、足下のそのようなことも含めてやっぱり検討していくのが必要

だと思っております。 

○議長（佐藤喜三郎君） 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） じゃ、適切な財政運営をお願いしたいと思うわけであります。 

 ３つ目の問題は、学力テストの結果と課題の問題なんですが、やっぱり教育長もお

っしゃっているように、まずは除染というのは、やっぱりなんとしても必要であろう

と思うんですね。ところが、川俣小学校の中庭の除染というのは、まだ終わっていな

いですよね。あれは誰が考えても、あそこのようにコンクリートで固めたものは、コ

ンクリートを剥がないと、剥がないというか、コンクリートの表面を削らないと下が

らないというのは、もう除染に当たっている人たちの共通した考え方なんですね。だ

から、あれショットブラストかけるとか、なんかしなくちゃならないんですが、ショ

ットブラストに関しては、なかなか環境省はＯＫしないんですね、あれ金かかるから。

だから、そんな加害者の言うことを聞いている限りは、除染なんか進まないんですよ。

だから、やはり説得してでも何してでも、やはりコンクリートはショットブラストか

けて表面を削らないとだめなんだから削りますよと。子どもの安全のためにはやりま

すよということでの姿勢をきちっと示すべきだと私は思うんですが、そういう相手の

言い分ばっかり聞いているような除染ではこれ進まないと思うので、その辺について

お尋ねしたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 教育長。 

○教育長（神田 紀君） 遠藤宗弘議員のご質問にご答弁申し上げます。 

 議員ご指摘のとおり、私もこの川俣小学校の中庭の問題は、実は腹が立って腹が立

って仕方がない状況でございまして、これ国にお願いいたしまして、２回実は除染作

業をしたのでございます。しかしながら、２回やりましても約１マイクロシーベルト

ですよね。これではとても子どもたち遊びに出せませんので、夏休み前にですね、直

接環境省の福島局のほうにお願いいたしまして、命にかかわる問題であるので、早急

に実施してほしい旨お願いを申し上げました。翌日、回答がありまして、分かったと。

作業に入ってよろしいという許可が原子力対策課にありまして、私のほうに報告があ

りましたので、業者を決めて作業に入ったのは入ったんですが、夏休みいっぱいで出
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来上がるということが、実は作業員の手配の関係でまだ進んでおりません。半分まで

いったところですが、最後に問題になっておりますところは、いわゆるゴムのマット

の問題でございまして、これが非常に高線量なんですね。これを全部剥がして取り替

えることとなっておりますので、この材料等がまだ町のほうに届いておりませんので、

今後、急がせまして、できるだけ早急に終了できるというような回答ももらっており

ますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） これは教育施設の問題だけでないんですね。いわゆるコンクリ

ート瓦、なんぼ頑張って高圧洗浄でやったって落ちないというのは、もうはっきりし

ているわけです。コンクリートは、入ったものについては、とにかく高圧洗浄なんか

やったって下がりませんよと。やはり表面を削る以外にないんだということで、しか

し、それは機械も高くて、工賃も高いものだから、環境省はうんと言わない。そんな

こと許しておくわけにいかないと思うんですよ。だから、それは効果的な洗浄につい

ては、すべて東電と政府の責任でやらせるという立場に立たないとしょうがないと思

うので、そういう立場に立った先進的な除染活動というのをやる考えがあるのかどう

か。うちの原子力対策課、指針が出たらばやりますみたいなことばっかり言っている

んだけど、もっと相手の加害者の言うことだけ聞いていたのではだめなんだから、被

害者としてもっと積極的に効果の上がる除染の方法について、こっちからも提案する

という考えはないのかどうなのか、その辺についてもちょっと質しておきたいと思い

ます。 

○議長（佐藤喜三郎君） 原子力災害対策課長。 

○原子力災害対策課長（沢口 進君） 質問に答弁を申し上げます。 

 今、議員ご指摘のいろいろと除染をしても、なかなか効果が上がらないような工法

といいますか、そういう中身ではだめだということで、やはり先進的な技術等を活用

した除染ということでありますが、それについては、やはり今、環境省で今定めてい

る１つの基準があるとすると、それについてしっかりとまず除染をして、あと今回、

川俣小学校のように除染をしてもなかなか線量が落ちきれないものについては、県の

ほう、国のほうと相談をして、また、新たな工法に用いた除染を行いました。また、

それでもだめな場合ということで、再度今回は全部剥ぎ取りをして、新たな同じよう

な５ミリチップの舗装をするというところまで来たところであります。今、教育長が

大変怒り心頭のようなご答弁ありましたけれども、全くそのとおりでありまして、な

かなか思うようにこちらで提案しても、しっかりとした回答がつかないというのが現

実であります。それでもやらなくてはなりませんので、町のほうではしっかりと国の

方に新しい基準を取り入れた、又は除染しても効果の上がるような中身をどんどん提

案を申し上げてしっかりと対応していきたいと考えております。 

 以上で答弁といたします。 

○議長（佐藤喜三郎君） 遠藤宗弘君。 

○１４番（遠藤宗弘君） とにかく効果的なことを積極的に町から提案して進めていただ
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きたいということを申し上げ、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（佐藤喜三郎君） 以上で１４番議員 遠藤宗弘君の一般質問は終了いたしました。  

         ◇          ◇          ◇ 

○議長（佐藤喜三郎君） 以上で本日の日程は終了いたしました。明日１０日、火曜日

は、午前１０時から本会議を開き、引き続き一般質問を行います。 

 本日は、これをもって散会といたします。ご苦労さまでした。 

（午後４時４５分） 
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